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3
　
追
求
【
訴
】
　
第
一
二
款
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
般
裁
判
所
法
第
一
部
第
五
章
、
第
二
〇
条
に
よ
る
と
、
裁
判
官
の
任

務
は
、
あ
る
者
が
一
般
に
裁
判
上
請
求
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
審
理
す
る
こ
と
に
の
み
限
定
さ
れ
、
そ
の
さ
い
ア
ク
チ
オ
の
種
類
と

方
式
α
q
o
昌
①
雷
簿
h
o
『
ヨ
巳
環
ω
鋤
。
鉱
。
目
讐
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
規
定
は
、
法
実
務
に
は
都
合
が
い
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
実

際
は
そ
う
で
は
な
い
。
ア
ク
チ
オ
の
名
称
は
、
そ
の
古
す
べ
て
の
専
門
術

語
と
同
様
に
、
概
念
の
不
明
確
さ
を
な
く
す
最
良
の
手
段
で
あ
る
が
、
こ

の
規
定
に
よ
る
と
、
裁
判
官
の
衡
平
に
よ
る
裁
量
の
余
地
を
、
あ
ま
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

も
広
く
認
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
証
明
責
任
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
に
も
、
は
っ
き
り
し
た
規
定
が
な
く
、

証
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
ど
の
よ
う
に
判
決
を
下
す
べ
き
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

い
う
実
務
上
の
原
則
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
ど
う
や
ら
つ
ぎ
の
準
則
が

置
か
れ
て
い
る
考
で
鷺
そ
れ
に
よ
る
量
実
お
よ
び
そ
の
変
更
吻

に
つ
い
て
は
推
定
を
な
す
べ
き
で
は
な
く
、
証
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

は
、
根
拠
な
き
こ
と
と
み
な
す
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
を
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

す
る
者
を
却
け
る
べ
き
で
あ
る
。
」
般
裁
判
所
法
第
一
部
第
一
三
章
。



料資

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
訴
権
は
相
続
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
ロ
ー
マ
法
で
は
、
い
く
つ
か
の
例
外
は
あ
る
に
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
訴
権
が
、
原
告
お
よ
び
被
告
に
関
し
て
相
続
さ
れ
る
が
、
対
物
訴

権
9
0
鉱
§
Φ
ω
、
一
『
冨
日
そ
れ
自
体
は
、
被
告
に
つ
い
て
は
相
続
さ
れ
な

い
。
‘
ラ
ン
ト
法
は
、
訴
の
相
続
性
を
拡
張
し
、
契
約
に
も
と
つ
く
訴
は
相

続
さ
れ
る
が
、
特
別
の
人
的
関
係
に
も
と
つ
く
契
約
は
例
外
と
し
た
。
け

だ
し
こ
の
場
合
に
は
契
約
の
条
件
が
発
生
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
芸
術
作
品
の
制
作
の
依
頼
を
う
け
て
い
た
芸
術
家
が
死
亡
し
た
場

合
。
〔
ラ
ン
下
法
〕
第
一
部
第
五
章
、
第
四
一
五
1
〔
四
〕
二
三
条
。
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

一
部
第
九
章
、
第
三
六
二
、
第
三
六
六
条
。

　
不
法
行
為
債
務
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
罰
金
を
目
的
と
す
る
か
ぎ
り
、

ロ
ー
マ
法
の
場
合
と
同
じ
原
則
が
あ
て
は
ま
る
。
「
被
告
“
加
害
者
の
」

相
続
人
が
罰
金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
た
だ
、
被
相
続
人
が
す

で
に
有
責
判
決
を
う
け
た
か
、
、
審
理
が
す
で
に
終
結
し
た
場
合
に
限
ら
れ

る
。　

損
害
賠
償
に
関
し
て
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
法
で
は
、
そ
の
訴
は
、
契
約
に

も
と
つ
く
訴
と
同
様
に
無
条
件
に
移
転
す
る
。
第
一
部
第
六
章
、
第
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

条
。
第
一
部
第
九
章
、
第
三
六
二
、
第
〔
三
〕
六
三
条
。

　
こ
の
箇
所
で
訴
権
消
滅
時
効
論
を
扱
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
法
で
は
そ
の
理
論
は
こ
こ
に
入
ら
な
い
。
と
い
う
の
は

プ
ロ
イ
セ
ン
法
で
ば
、
消
滅
時
効
は
、
た
ん
に
訴
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

く
権
利
を
攻
撃
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
確
定
判
決
　
噌
露
甘
甘
畠
雷

　
す
で
に
前
に
述
べ
た
よ
う
に
プ
ロ
イ
セ
ン
法
で
も
ま
た
、
確
定
判
決
は

法
を
作
る
お
ω
冒
島
。
鋤
鐙
甘
ω
貯
。
騨
と
い
う
こ
と
は
、
疑
い
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

〔一

ﾊ
〕
裁
判
所
法
第
一
部
第
一
六
章
、
第
一
条
。

　
こ
の
確
定
判
決
に
つ
い
て
の
理
論
は
、
訴
訟
法
上
は
、
厳
密
に
形
成
さ

れ
て
い
る
が
、
実
体
法
上
は
そ
う
で
は
な
い
。

　
確
定
判
決
の
も
つ
ひ
と
つ
の
効
果
は
、
執
行
請
求
権
で
あ
る
。
〔
一
般
〕

裁
判
所
法
第
一
部
第
二
四
章
。
執
行
申
立
権
の
存
続
は
、
一
年
間
に
限
り
、

そ
れ
以
後
は
判
決
債
務
履
行
訴
権
鋤
。
訟
。
冒
a
8
江
が
生
じ
る
が
、
こ

れ
を
主
張
す
る
て
と
幽
が
で
き
」
る
の
遺
、
執
行
訴
訟
に
お
い
て
で
あ
る
。

〔一

ﾊ
〕
裁
判
所
法
第
一
部
第
二
四
章
、
第
三
条
。
第
二
八
章
、
第
一
四

（
7
）

条
。　
こ
の
判
決
債
務
履
行
訴
権
9
9
ざ
冒
象
8
ユ
の
存
続
期
間
は
、
五
年

間
に
限
ち
れ
、
五
年
を
徒
過
し
た
後
は
、
原
告
は
通
常
訴
訟
手
続
で
訴
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ね
ば
な
ら
な
い
O
　
〔
ヤ
般
〕
裁
判
所
法
第
一
部
第
二
八
章
、
第
一
四
条
。

、
以
上
は
手
続
法
土
の
規
定
で
濁
乃
。
・
こ
れ
に
対
七
実
体
法
は
、
こ
の
点

に
つ
き
里
馬
判
映
が
効
力
を
庵
つ
の
億
当
事
者
間
に
限
ら
れ
る
と
定
め

る
。
こ
の
場
合
王
室
裁
判
所
は
、
こ
の
命
題
を
普
通
法
よ
り
も
厳
格
に
解

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
王
室
裁
判
所
は
、
訴
訟
目
的
物
が
実
質
的
に

ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
確
定
判
決
を
有
効
と
す
る
。
た
と

え
ば
、
わ
た
く
し
が
相
続
人
と
し
て
相
続
財
産
に
属
す
る
個
々
の
目
的
物

に
つ
い
て
訴
え
、
そ
の
さ
い
相
続
人
と
し
て
承
認
さ
れ
た
が
、
し
か
る
後

に
相
続
財
産
に
属
す
る
別
の
目
的
物
に
つ
い
て
訴
え
る
場
合
、
〔
前
者
の
〕

確
定
判
決
は
後
者
の
事
件
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し

5◎　（2　●148）　286
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（
9
）

て
い
る
の
で
あ
る
。
，

　
確
定
判
決
の
遮
断
効

　
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
六
章
、
第
七
条
。

　
こ
の
条
文
か
ら
す
る
と
、
権
利
は
裁
判
官
の
判
決
に
よ
っ
て
法
上
当
然

に
消
滅
す
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
こ
れ
を
そ
う
厳
格
に
解
す
べ
き
で
は
な

漫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し　
相
続
財
産
に
つ
い
て
の
争
訟
は
、
す
べ
て
相
続
人
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ

れ
る
が
、
そ
の
確
定
判
決
は
、
受
遺
者
に
対
し
て
も
ま
た
効
力
を
も
つ
。

だ
が
、
受
遺
者
は
、
訴
訟
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
ー
ノ

　
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
二
章
、
第
〔
二
〕
九
八
、
第
〔
二
〕
九
九
条
。

・
4
自
力
救
済
第
＝
二
款

　
ロ
ー
マ
法
に
よ
る
と
」
攻
撃
的
な
自
力
救
済
は
す
べ
て
禁
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
防
禦
的
な
自
力
救
済
は
す
べ
て
許
さ
れ
る
。
ラ
ン
ト
法
が
自
力
救

済
を
許
す
の
は
、
そ
れ
を
お
こ
な
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
権
利
が
失
わ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
　
〔
ラ
ン
ト
法
〕
序
章
、
第
七

　
　
　
　
（
1
2
）

七
、
七
八
条
。

　
〔
不
法
な
自
力
救
済
の
さ
い
の
〕
刑
罰
に
つ
い
て
、
実
務
で
は
、
そ
れ
が

権
利
そ
れ
自
体
の
価
値
と
同
額
で
あ
る
べ
き
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ラ
ン
ト
法
は
こ
れ
に
関
す
る
規
定
を
刑
法
に
委
ね
て
い
る
。

　
〔
ラ
ン
ト
法
〕
第
ゾ
部
第
七
章
、
第
一
四
一
－
〔
一
〕
四
三
条
の
承
認

す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
占
有
を
喪
失
し
た
者
も
ま
た
、
自
力
救
済
権
を

　
　
　
　
（
1
4
）

要
求
し
う
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ラ
ン
ト
法
上
の
自
力
救
済
は
、
ロ
ー
マ
法
に
比
べ
て
、

拡
張
さ
れ
て
い
る
点
も
あ
れ
ば
、
制
限
さ
れ
て
い
る
点
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

V
　
権
利
の
得
喪
の
最
も
一
般
的
な
原
因

　
第
一
四
款

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
1
　
意
思
表
示
　
ラ
ン
｝
法
第
一
部
第
四
章

　
　
　
（
1
7
）

　
人
的
能
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

’
1
　
幼
児
は
、
〔
意
思
〕
無
能
力
で
あ
り
、
そ
の
意
思
表
示
は
無
効
で

あ
る
。
心
神
喪
失
者
は
、
幼
児
に
等
し
い
。
飲
酒
等
に
よ
り
、
一
時
的
に

精
神
の
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
る
者
も
〔
幼
児
に
等
し
い
〕
。

　
第
二
〇
条
、
第
二
三
条
、
第
二
八
一
三
〇
条
。

　
2
　
未
成
熟
者
の
意
思
表
示
は
、
そ
れ
が
本
人
の
不
利
益
と
な
る
と
き

は
無
効
で
あ
る
。
心
神
耗
弱
者
は
、
未
成
熟
者
と
等
し
い
。

　
第
二
一
i
二
六
条
。

　
3
　
未
成
年
者
の
意
思
表
示
の
効
力
に
関
し
て
は
、
一
般
的
規
定
は
な

く
、
た
だ
契
約
〔
締
結
能
力
〕
に
関
し
て
、
未
成
年
者
は
未
成
熟
者
と
同

視
さ
れ
て
い
る
。
浪
費
者
は
、
未
成
年
者
と
等
し
い
。

　
第
一
部
第
五
章
、
第
一
四
条
。

　
〔
以
上
の
原
則
の
〕
適
用

　
1
　
幼
児
な
ら
び
に
未
成
熟
者
に
つ
い
て
は
、
法
文
に
畳
語
が
あ
り
、

『
す
な
わ
ち
』
を
挿
入
せ
ね
ば
な
．
穎
曜
・

　
2
．
被
後
見
人
は
す
べ
て
、
そ
の
後
見
人
の
同
意
な
し
に
は
、
義
務
を

負
い
え
な
い
。

　
第
二
部
第
一
八
章
、
第
二
四
七
条
ゆ

　
こ
の
原
則
の
例
外
と
な
る
の
は
、
満
二
〇
歳
の
者
が
、
年
齢
の
特
典

50』 i2　●149）　287



料資

＜
Φ
⇒
冨
p
簿
讐
δ
な
し
に
、
〔
自
呂
の
〕
財
産
の
管
理
権
を
委
ね
ら
れ
た
場

合
で
あ
り
、
　
〔
こ
の
場
合
に
は
〕
こ
の
者
は
、
そ
の
財
産
の
管
理
に
関
し

て
は
契
約
を
締
結
し
う
る
が
、
た
だ
消
費
貸
借
契
約
の
み
は
締
結
し
え
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

い
。
第
二
部
第
一
八
章
、
第
七
三
三
、
・
・
〔
七
〕
三
四
条
。
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
し
た
が
っ
て
〔
ラ
ン
ト
法
に
よ
る
と
〕
未
成
年
者
は
、
た
い
て
い
の
、

し
か
も
最
も
重
要
怠
債
務
に
つ
い
て
は
法
上
当
然
に
無
能
力
で
あ
る
が
、

一
方
ロ
ー
マ
法
で
は
、
法
上
当
然
に
能
力
が
あ
る
つ
こ
れ
は
、
　
〔
ラ
ン
ト

法
が
〕
真
の
ロ
：
マ
法
と
異
な
る
点
で
あ
る
が
今
日
の
実
務
家
の
見
解
と

は
ち
が
わ
な
い
。
か
れ
ら
は
、
・
ラ
ン
ト
法
と
同
じ
原
則
を
す
で
に
も
っ
て

い
た
か
ち
で
あ
る
。
だ
が
〔
ラ
ン
ト
法
が
〕
ロ
ー
マ
法
と
異
な
っ
て
い
る

き
わ
め
て
重
要
な
点
は
、
消
滅
時
効
や
訴
訟
行
為
の
場
合
に
の
み
例
外
は

あ
る
に
し
て
も
、
原
則
と
し
て
未
成
年
者
が
原
状
回
復
お
ω
葺
償
鉱
。
の

救
済
を
う
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
相
違
点
は
お
お
い
に
賛
同
に
値
す

る
。
ロ
ー
マ
法
で
後
見
制
度
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
と
並
ん
で

原
状
回
復
の
救
済
を
ひ
ろ
く
拡
張
し
た
こ
と
は
、
当
を
得
た
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
0
｝

　
．
マ
テ
ィ
ス
、
第
二
巻
、
九
三
－
九
八
頁
。

　
父
権
に
服
す
る
者
は
、
そ
の
年
齢
に
か
か
わ
り
な
し
に
、
ど
の
程
度
、

有
効
な
意
思
表
示
能
力
を
も
ち
、
あ
る
い
は
も
た
な
い
の
か
。

　
ロ
ー
マ
．
法
に
よ
れ
ば
、
こ
の
点
は
簡
明
で
あ
る
。
父
権
に
服
す
る
者

は
、
金
銭
消
費
貸
借
を
例
外
と
し
て
、
ど
の
場
合
に
も
完
全
に
義
務
を
負

う
こ
止
が
で
き
る
が
、
父
親
に
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
な
い
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
ラ
ン
ト
法
に
よ
れ
ば
、
第
二
部
第
二
章
、
第
一
二
六
一
〔
じ
三
一
条

に
規
定
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
父
親
が
義
務
を
負
う
か
ど
う
か
は
、
ほ

ぼ
ロ
ー
マ
法
と
同
様
で
あ
る
。
だ
が
、
家
子
塗
貯
ω
壁
ヨ
葭
p
。
ω
自
身
は

ど
の
よ
う
に
義
務
を
負
う
の
か
。
こ
の
点
、
ラ
ン
ト
法
に
は
、
父
親
が
義

務
を
負
わ
な
い
場
合
に
は
、
子
も
ま
た
、
そ
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て
義
務

を
負
う
こ
と
は
な
い
と
の
原
則
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
原
則
、
第
；
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

一
〔
一
〕
三
三
条
。
例
外
、
馳
第
二
二
一
二
一
〔
一
〕
三
七
条
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
こ
の
原
則
は
、
で
ケ
ド
ニ
ア
ー
ヌ
ム
元
老
院
議
決
を
徹
底
的
に
一
般
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
を
設
け
る
に
あ
た
っ
て
出
発
点
と
な
っ
た

の
は
、
ロ
ー
マ
法
上
、
家
子
．
塗
冨
ω
請
託
罠
鋤
ψ
は
原
則
と
し
て
、
〔
そ
の

意
思
表
示
に
よ
り
〕
義
務
を
負
わ
ず
、
こ
の
原
則
に
つ
い
て
多
数
の
例
外

が
あ
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
が
、
事
情
は
ま
っ
た
く
逆
で
、
そ
の
よ
う
に

ロ
ー
マ
法
が
誤
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
で
は
、
実
際
に
は
〔
家

子
は
消
費
貸
借
に
つ
き
義
務
ゑ
魚
わ
な
い
と
し
た
〕
マ
ケ
下
ニ
ア
；
ヌ
ム

元
老
院
議
決
の
方
が
た
ん
に
例
外
と
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
法
典
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

早
旦
第
一
部
、
一
七
四
頁
。

だ
が
、
家
父
権
℃
9
嘗
寅
8
δ
ψ
δ
ω
は
〔
ロ
ー
マ
法
よ
り
も
、
ラ
ッ
ト
法

の
方
が
〕
よ
の
容
易
に
終
了
す
る
か
ら
、
℃
の
問
題
億
、
実
務
上
は
さ
ほ

ど
重
要
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
〔
家
子
の
債
務
に
つ
い
て
は
）
自
然

債
務
昌
導
ξ
巴
一
ω
◎
σ
ζ
α
q
鋤
鉱
ρ
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
〔
家
子
の
無

効
な
債
務
の
弁
済
が
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
に
は
〕
弁
済
物
の
留
保

ω
o
ぎ
訟
h
象
Φ
出
鉱
。
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
ラ
ン
ト
法
第
二
部
第

　
　
　
　
　
　
　
（
笥
）

二
章
）
、
第
一
三
八
条
。
　
　
、
　
　
　
、

　
意
思
決
定
の
出
離
．
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強
迫
は
、
原
則
と
し
て
、
意
思
表
示
を
す
べ
て
無
効
と
す
る
。
本
章
、
第

　
　
　
　
　
（
2
5
）

三
一
一
四
一
条
。

　
そ
の
場
合
、
自
然
債
務
惑
溺
ロ
鑓
一
肪
。
び
賦
o
q
緩
目
〇
■
と
市
民
的
債
務

9
＜
象
ω
〇
三
三
導
δ
の
間
の
区
別
は
な
く
、
債
務
は
、
法
上
当
然
に
無
効

で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
〔
債
務
発
生
の
〕
目
的
で
恐
怖
を
お
こ
さ

せ
ね
ば
な
ら
ず
、
－
こ
れ
は
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
，
相
手

方
に
恐
怖
を
ひ
き
お
こ
し
た
の
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
権
利
を
取
得
す
る
者

な
の
か
そ
れ
と
も
第
三
者
な
の
か
は
問
わ
な
い
。
本
章
、
第
四
二
条
。
第

　
　
（
2
6
）

四
三
条
。
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
2

強
迫
さ
れ
て
意
思
表
示
を
な
し
た
者
は
、
裁
判
官
の
と
こ
ろ
に
出
頭
で

き
る
よ
う
に
な
り
次
第
、
八
日
以
内
に
申
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
八

日
以
内
に
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
か
れ
は
〔
証
明
の
た
め
の
〕
宣

誓
や
補
充
宣
誓
ω
償
℃
且
Φ
8
二
賃
上
を
す
る
権
利
を
喪
失
す
る
が
昏
〔
強
迫

を
理
由
と
し
て
意
思
表
示
の
無
効
を
求
め
る
〕
権
利
そ
れ
自
体
を
失
う
わ

け
で
は
な
い
。
〔
八
日
間
の
）
期
間
の
徒
過
前
に
本
人
が
死
亡
し
た
と
き

に
は
、
そ
の
相
続
人
に
こ
の
申
立
て
の
た
め
に
三
カ
月
の
期
間
が
与
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

れ
る
。
第
四
五
条
。
第
四
九
－
五
一
条
。
　
　
　
　
　
　
，

　
錯
誤
の
効
果

　
ラ
ン
ト
法
は
、
　
ロ
ー
マ
法
と
最
も
重
要
な
点
で
一
致
し
て
い
る
。
本

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

章
、
第
七
五
一
八
三
条
。

　
ロ
」
マ
法
に
よ
る
と
」
人
ま
た
は
客
体
の
錯
誤
は
合
意
を
、
し
た
が
っ

て
契
約
を
排
除
す
る
。
本
質
的
性
状
の
錯
誤
。
霞
。
吋
冒
ω
ロ
び
ω
富
暮
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

も
、
ロ
ー
マ
法
で
は
〔
人
ま
た
は
客
体
の
錯
誤
と
〕
同
じ
効
果
を
も
つ
。

　
そ
の
他
ロ
ー
マ
法
が
述
べ
る
と
こ
ろ
で
は
、
錯
誤
は
一
と
く
に
性
質

　
　
（
3
0
）

の
錯
誤
や
動
機
の
錯
誤
－
意
思
表
示
を
無
効
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
そ

の
動
機
が
、
意
思
表
示
を
な
す
法
律
上
の
義
務
が
あ
る
と
誤
信
し
た
場
合

で
あ
る
と
き
は
例
外
で
あ
る
。

　
ラ
7
ト
法
で
も
、
客
体
の
錯
誤
が
合
意
を
無
効
と
す
る
こ
と
を
認
め
て

お
り
、
，
性
質
や
動
機
の
錯
誤
は
、
意
思
表
示
を
無
効
と
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
第
八
三
条
。
第
憎
四
九
、
、
噛
一
五
〇
条
。

　
こ
の
規
定
に
よ
る
と
、
動
機
の
錯
誤
が
意
思
表
示
を
無
効
と
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
（
3
2
）

は
、
無
償
単
独
行
為
。
き
紹
ζ
o
養
試
く
9
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。

　
本
質
的
性
状
の
錯
誤
に
関
す
る
ラ
ン
ト
法
の
規
定
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ

る
。
物
が
、
明
示
的
に
約
定
さ
れ
て
い
る
か
ま
た
は
通
常
前
提
さ
れ
う
る

よ
う
な
本
質
的
性
状
を
欠
く
と
き
、
そ
の
意
思
表
示
は
無
効
で
あ
る
。
第

一
点
は
、
契
約
に
関
す
る
ロ
ー
マ
法
の
原
則
と
一
致
し
て
い
る
。
よ
り
重

要
な
の
は
第
二
点
で
あ
る
。
物
に
つ
い
て
通
常
の
本
質
的
性
状
を
前
提
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

る
こ
と
は
ロ
ー
マ
法
に
は
な
い
。

　
動
機
の
錯
誤
に
関
す
る
ロ
ー
マ
法
上
の
例
外
は
、
　
〔
ラ
ン
上
法
で
は
〕

　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

知
ち
れ
て
い
な
い
。
　
　
　
　
．
　
　
　
　
、

　
詐
欺
は
（
意
思
表
示
を
無
効
と
す
る
。
だ
が
、
詐
欺
は
、
〔
権
利
を
〕

取
得
し
よ
う
と
す
る
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ゆ
し
た
が
っ
て
害
意
住
。
首
ω
は
う
対
物
的
に
一
昌
8
ヨ
で
は
な
ぐ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

た
だ
対
人
的
に
㌧
ぎ
b
9
ω
o
舜
ヨ
の
み
作
用
す
る
。
本
章
、
第
八
四
、
八

五
－
九
〇
条
。
契
約
へ
の
そ
の
応
用
、
」
第
一
部
第
五
章
、
第
三
四
九
一
〔
三
〕

　
　
（
3
6
）

五
九
条
。
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料資

　
虚
偽
表
示
に
つ
い
て
の
規
定
は
ロ
ー
マ
法
と
同
様
で
あ
る
。
〔
第
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

第
四
章
〕
、
第
五
二
一
五
六
条
。

　
意
思
の
表
示
に
つ
い
て
　
こ
こ
で
問
題
と
し
う
る
の
は
形
式
、
解
釈
お

よ
び
条
件
で
あ
る
。

　
a
　
形
式
　
こ
こ
で
適
用
さ
れ
る
原
則
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
〔
意
思
表
示
の
〕
形
式
に
つ
い
て
規
定
が
あ
る
場
合
、
こ
う
し
た
規

定
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
た
だ
証
拠
の
た
め
で
あ
っ
て
、
〔
意
思
表
示
岡

の
〕
効
力
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
べ
き
だ
と
さ
れ
る
。
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
契
約
の
場
合
に
は
問
題
が
多
い
。

　
第
一
部
第
三
章
、
第
四
〇
、
四
一
条
。

　
b
　
解
釈
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
章
、
第
六
五
i
七
四
条
に
規
定
が

　
（
3
9
）

あ
る
。

　
c
　
条
件
　
本
章
、
第
九
九
一
，
一
五
四
条
。
い
く
つ
か
の
原
則
は
ま
っ

た
く
ロ
ー
マ
法
に
由
来
す
る
。
条
件
の
成
就
ま
た
は
不
成
就
を
実
現
す
る

利
害
関
係
人
は
、
そ
こ
か
ら
利
益
を
う
け
る
べ
き
で
な
い
。
第
一
〇
四
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

〔一

Z
〕
七
条
。
第
一
一
七
一
〔
こ
　
一
九
条
。

　
条
件
と
し
て
明
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
～
方
当
事
者
の
意
思

に
か
か
っ
て
い
る
の
は
、
条
件
で
は
な
く
、
ま
た
そ
う
い
う
約
束
は
約
束

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
第
一
〇
八
－
一
一
一
条
。

　
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
負
担
を
設
定
す
る
こ
と
を
権
利
取
得
の
条
件

と
さ
れ
た
者
は
、
第
三
者
が
そ
の
負
担
さ
れ
た
も
の
を
承
認
し
な
い
か
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

り
そ
の
権
利
を
取
得
し
え
な
い
。
第
一
＝
一
、
〔
一
〕
一
三
条
。

　
ロ
ー
マ
法
で
は
、
物
理
的
に
不
能
な
条
件
と
倫
理
的
に
不
能
な
条
件

は
、
等
し
い
効
果
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
そ
の
場
合
、
契
約
に
つ
い
て
は
そ

の
契
約
〔
全
体
〕
を
無
効
と
す
る
が
、
遺
言
に
つ
い
て
は
そ
の
条
件
だ
け

が
無
効
と
な
る
。

　
こ
の
点
、
ラ
ン
ト
法
の
規
定
は
異
な
っ
て
い
る
。
意
思
表
示
は
す
べ
て

物
理
的
に
不
能
な
条
件
に
よ
り
無
効
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
た
ん
に
契
約

ば
か
り
か
、
遺
言
も
無
効
と
な
る
。

　
善
良
風
俗
違
反
の
事
項
を
目
的
と
す
る
条
件
。
§
象
謡
。
ε
壱
ぴ
に
つ

い
て
は
、
ラ
ン
ト
法
で
は
ロ
ー
マ
法
の
原
則
が
ま
っ
た
く
維
持
さ
れ
て
い

る
。　

本
章
、
第
一
一
工
バ
ー
〔
晶
〕
三
二
条
。

　
第
一
部
第
五
章
、
第
二
二
七
条
。

　
第
二
部
第
二
二
立
早
、
第
⊥
ハ
三
、
五
〇
四
条
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
法
典
草
案
注
、
第
二
部
、
三
一
頁
。
・

　
条
件
成
就
の
時
期

　
ロ
ー
マ
法
に
よ
る
と
、
条
件
付
き
契
約
の
場
合
に
は
、
何
時
条
件
が
成

就
す
る
か
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
一
方
、
遺
言
の
場
合
に
は
、
こ
れ
と
は

異
な
っ
て
お
り
、
最
初
の
取
得
者
の
生
存
中
条
件
が
成
就
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
ラ
ン
ト
法
は
こ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
1
　
条
件
が
一
身
専
属
的
な
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
条
件
を
成
就
す
る

権
利
は
、
権
利
者
の
相
続
入
に
移
転
す
る
。
第
一
六
一
、
一
六
二
条
。
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

が
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
随
意
的
条
件
に
の
み
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
2
　
一
定
の
期
限
付
き
で
何
か
が
約
束
さ
れ
る
と
き
は
、
こ
の
権
利
は
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た
だ
ち
に
相
続
人
に
も
移
転
す
る
。
第
一
六
二
条
。

　
一
方
、
権
利
が
無
期
限
に
停
止
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
約
定
は
条

件
と
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
の
対
比
よ
り
す
れ
ば
、
後
者
の
場
合
に
は
、
権
利
は
相
続
人
に
移
図

転
し
な
い
と
思
わ
れ
よ
う
が
、
ラ
ン
ト
法
に
よ
る
と
、
こ
の
取
得
は
、
権

利
者
の
生
存
中
に
条
件
が
発
生
す
る
場
合
に
限
ら
れ
な
い
と
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（訳
1注
）

（
2
）

顧
般
裁
判
所
法
第
一
部
第
五
章
第
二
〇
条
と
そ
れ
に
対
す
る

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
法
政
研
究
第
四
八
巻
第
一

号
、
二
二
一
頁
（
訳
注
5
5
）
参
照
。

一
般
裁
判
所
法
第
一
部
第
＝
二
章
は
「
判
決
の
作
成
と
言
渡
に

つ
い
て
」
規
定
す
る
が
、
そ
の
中
に
事
実
の
評
価
に
関
す
る
箇

所
が
あ
り
（
第
八
条
－
第
二
八
条
）
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
場
合
を

区
別
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ω
、
証
拠
調
に
よ
っ
て
事
実
が
完

全
に
証
明
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
場
合
、
②
、
あ
る
程
度
ま
で
し

か
証
明
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
場
合
、
㈹
、
証
拠
調
に
よ
っ
て
も

何
ら
解
明
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
㈲
の
場
合
が

本
文
中
に
言
及
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
証

拠
方
法
の
取
調
が
全
く
失
敗
で
あ
り
、
事
件
が
証
拠
調
前
の
状

態
と
変
り
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
、
有
利
な
法

的
推
定
を
与
え
ら
れ
た
当
事
者
が
勝
訴
判
決
を
受
け
る
」
（
第

二
七
条
）
、
「
他
に
い
か
な
る
法
的
推
定
も
存
在
し
な
い
場
合
、

（
3
）

（
4
）

決
め
手
に
な
る
の
は
、
何
ら
の
事
実
も
そ
の
変
更
も
推
定
さ
れ

な
い
と
い
う
命
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
訴
ま
た
は
抗
弁
が
争

い
の
あ
る
事
実
の
み
に
依
拠
し
、
証
拠
が
提
出
さ
れ
ず
、
特
別

の
法
的
推
定
も
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
訴
ま
た

は
抗
弁
を
却
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
第
二
八
条
）
。

ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
五
章
第
四
一
五
条
－
四
二
一
二
条
　
と
く
に

第
四
一
五
条
「
契
約
よ
り
生
ず
る
権
利
義
務
は
、
原
則
と
し
て

契
約
当
事
者
の
一
方
ま
た
は
そ
の
相
手
方
の
死
亡
に
よ
り
変
更

さ
れ
ず
、
相
続
人
に
移
転
す
る
」
、
第
四
一
六
条
「
た
だ
し
、

契
約
の
目
的
が
、
債
務
者
の
特
別
な
能
力
お
よ
び
事
情
に
依
存

す
る
よ
う
な
行
為
で
あ
り
、
そ
の
債
務
者
が
履
行
前
に
死
亡
し

た
と
き
に
は
（
そ
の
契
約
自
体
が
解
消
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ

れ
る
」
、
第
一
部
第
九
章
第
三
六
二
条
「
契
約
よ
り
生
ず
る
権

利
義
務
、
同
じ
不
法
行
為
よ
り
生
じ
る
損
害
賠
償
に
か
か
わ
る

権
利
義
務
は
、
原
則
と
し
て
相
続
財
産
の
一
部
と
さ
れ
る
」
、

第
三
六
六
条
「
違
約
罰
に
関
す
る
権
利
義
務
に
つ
い
て
も
、
契

約
よ
り
生
ず
る
他
の
権
利
義
務
と
同
様
で
あ
る
」
。

ラ
ン
ト
法
第
守
部
第
六
一
国
二
八
条
　
「
損
害
賠
償
義
務
は
、

加
害
者
の
相
続
人
に
も
移
転
す
る
」
、
第
園
部
第
九
章
、
第
三

六
二
条
に
つ
い
て
は
前
注
参
照
。
同
、
第
三
六
三
条
「
被
相
続

人
に
対
し
て
す
で
に
実
際
に
罰
金
判
決
が
お
こ
な
わ
れ
た
か
、

あ
る
い
は
、
被
相
続
人
に
対
す
る
そ
の
審
理
が
、
今
後
支
障
な

く
法
的
決
定
が
お
こ
な
わ
れ
う
る
程
度
に
ま
で
終
結
し
て
い
る
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場
合
に
限
り
、
罰
金
は
相
続
財
産
よ
り
徴
収
さ
れ
る
し
。

（
5
）
訴
権
消
滅
時
効
　
時
効
は
、
　
ロ
；
マ
法
で
は
、
取
得
時
効

　
　
　
（
環
ω
自
0
9
。
宮
。
）
と
訴
権
消
滅
時
効
（
嗅
器
ω
o
誠
b
怠
。
一
抗
弁
権

　
　
の
一
種
）
と
い
う
異
質
の
制
度
と
し
て
発
達
し
た
が
、
注
釈
学

　
　
派
以
来
、
鷺
。
Φ
ω
里
桜
賦
。
の
上
位
概
念
に
統
率
せ
ら
れ
や
そ

　
　
の
も
と
で
”
や
Φ
琵
琶
。
訟
く
9
と
鴇
．
9
伽
ρ
巳
ω
三
く
鋤
に
大
別

　
　
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
普
通
法
も
こ
れ
を
継
承
し
た
が
、
そ
れ
に

　
　
よ
れ
ば
、
時
効
は
、
一
定
期
間
の
権
利
の
不
行
使
に
よ
っ
て
権

　
　
利
の
変
更
が
生
ず
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
す
な
わ
ち
、
権
利
者

　
　
が
一
定
期
間
権
利
の
行
使
を
怠
る
と
、
そ
の
権
利
を
喪
失
す
る

　
　
　
（
b
同
●
　
O
×
轡
一
b
［
O
什
一
く
p
◎
）
の
に
対
し
、
不
行
使
者
に
対
し
、
相
手

　
　
方
は
権
利
を
取
得
す
る
の
で
あ
る
　
（
O
噌
。
　
鋤
α
ρ
蝦
一
ω
一
け
一
く
鋤
）
。

　
　
一
般
ラ
ン
ト
法
も
、
こ
の
よ
う
な
思
想
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ

　
　
の
第
一
部
第
九
章
「
所
有
権
取
得
一
般
並
び
に
所
有
権
取
得
の

　
　
直
接
的
態
様
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
時
効
（
＜
Φ
ユ
警
憎
§
σ
q
）

　
　
は
、
所
有
権
取
得
の
一
態
様
と
し
て
、
「
一
定
の
期
間
の
徒
過

　
　
に
よ
り
、
あ
る
権
利
の
不
行
使
を
理
由
に
し
て
、
法
律
に
よ
り

　
　
こ
れ
ら
の
権
利
の
変
更
が
生
ず
る
と
き
、
時
効
が
存
す
る
」

　
　
　
（
第
五
〇
〇
条
）
と
規
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
が
、
消
滅

　
　
時
効
（
不
行
使
に
よ
る
権
利
の
喪
失
）
と
取
得
時
効
（
旧
権
利

　
　
の
不
行
使
の
ほ
か
、
取
得
者
の
方
の
占
有
と
新
し
い
権
利
の
行

　
　
使
が
必
要
）
と
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
　
し
か
し
、
編
纂
資
料
を
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
時
効
の

理
解
の
仕
方
に
対
し
、
起
草
者
の
ス
ワ
ル
ツ
自
身
、
疑
問
を
抱

い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
か
れ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

取
得
時
効
と
消
滅
時
効
と
は
一
緒
に
扱
わ
ず
、
別
々
の
箇
所
で

規
定
し
た
方
が
よ
い
。
取
得
時
効
は
所
有
権
取
得
様
式
に
含
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
消
滅
時
効
は
債
務
消
滅
様
式
の

一
つ
と
考
え
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
制
度
の
根
拠
も
、
前
者

が
所
有
権
の
明
確
化
お
よ
び
権
利
の
推
定
に
あ
る
の
に
対
し
、

後
者
が
権
利
行
使
の
解
怠
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
異
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
取
得
時
効
を
伴
わ
ず
に
、
消
滅
時
効
の
み
が
生
ず

る
場
合
が
あ
る
・
（
特
権
の
不
行
使
に
よ
る
自
然
的
自
由
の
回

復
）
。
要
件
に
つ
い
て
も
、
長
期
の
不
行
使
で
足
る
消
滅
時
効

と
異
な
っ
て
、
取
得
時
効
に
は
所
有
権
移
転
の
権
原
の
あ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
起
草
者
の
疑
問
に
も
か
か
わ

ら
ず
両
者
は
結
局
同
一
の
章
の
中
で
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
、
体
系
的
位
置
か
ら
す
れ
ば
、
取
得
時
効
が
中
心

と
な
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ω
一
ヨ
§
虹
・
ω
霞
鋤
§
嘗
帥

竃
象
2
欝
一
一
魯
留
ω
p
D
一
一
α
q
9
昌
Φ
ヨ
鼠
ピ
鋤
ゆ
曾
Φ
o
窪
ρ
　
ω
．
爵
一

め
Q
Q
．
ホ
一
．

　
一
般
ラ
ン
ト
法
に
な
お
も
維
持
さ
れ
て
い
る
旧
来
の
時
効
観

に
対
し
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
こ
れ
を
、
ウ
ー
ス
ー
カ
ピ
オ
と
訴
権
時

効
を
「
恣
意
的
な
抽
象
し
に
よ
っ
て
、
権
利
の
取
得
・
消
滅
の
一

般
的
概
念
に
転
化
せ
し
め
た
と
批
判
し
、
ロ
ー
マ
法
源
の
純
粋

な
用
語
を
取
り
戻
し
、
異
質
の
制
度
を
無
理
に
統
一
す
る
こ
の
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（
6
）

よ
う
な
一
般
的
概
念
を
放
棄
す
る
こ
と
を
す
す
め
る
。
こ
の
点

に
つ
き
、
Q
Q
9
≦
o
q
昌
ざ
b
d
α
・
戯
9
Q
Q
緒
馨
①
ヨ
リ
ψ
N
の
P
ω
・
ω
O
㊤
よ
一
。
。
・
．

　
ま
た
、
消
滅
時
効
の
効
果
の
把
え
方
に
つ
い
て
も
一
般
ラ
ン

ト
法
と
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
一
般
ラ
ン
ト
法

で
は
、
権
利
そ
の
も
の
が
消
滅
す
る
（
第
一
部
第
五
章
第
五
〇

二
条
）
の
に
対
し
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
『
体
系
』
に
お
い
て
は
、

訴
権
の
み
が
消
滅
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
時
効
の
体
系
的
位
置
づ
け
も
、
サ
ヴ
ィ
ニ
！

で
は
、
ラ
ン
ト
法
と
異
な
っ
て
、
消
滅
時
効
は
訴
権
論
に
お
い

て
、
取
得
時
効
は
『
体
系
』
の
第
四
篇
「
物
権
法
」
に
お
い
て

論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
た
だ
し
『
体
系
』
の
未
完
成
の
た

め
、
そ
の
記
述
は
な
い
）
。
『
一
般
ラ
ン
ト
法
講
義
』
で
は
、
時
効

論
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
「
権
利
の
取
得
と
喪
失
の
最
も
一

般
的
な
原
因
」
の
章
の
中
で
、
意
思
表
示
に
続
き
、
取
得
時
効

と
消
滅
時
効
を
一
括
し
て
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
効
の

位
置
づ
け
は
、
す
で
に
、
時
効
を
所
有
権
の
直
接
取
得
の
章
で

規
定
す
る
一
般
ラ
ン
ト
法
の
立
場
か
ら
離
れ
て
い
る
が
、
同
時

に
後
年
の
『
体
系
』
の
立
場
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
ω
四
く
お
昌
罫

ω
鴇
ω
仲
Φ
ヨ
噂
b
d
9
㎝
3
9
◎
。
①
①
h
h
●
…
9
d
●
○
ヨ
魯
。
計
　
切
Φ
凶
・

窪
9
、
ゆ
q
Φ
N
譲
国
ユ
似
割
興
q
昌
ひ
q
山
Φ
ω
娼
『
Φ
q
譲
ω
9
Φ
⇒
幻
Φ
o
窪
ρ

bσ

X
S
（
一
。
。
①
ω
y
ω
●
ら
8
篤
東
海
林
「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
消
滅

時
効
理
論
」
（
既
出
）
。

確
定
判
決
の
効
力
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
法
政
研
究
第
四
八

（
7
）

巻
第
二
号
二
二
〇
頁
、
同
二
四
〇
頁
参
照
。
法
典
草
案
序
章
第

四
条
は
「
裁
判
官
の
判
決
は
、
そ
れ
が
既
判
力
を
も
っ
て
発
せ

ら
れ
た
当
事
者
間
で
の
み
、
法
律
の
代
り
と
な
る
」
と
規
定
し

た
。
一
般
裁
判
所
法
で
は
、
序
章
、
第
六
五
条
お
よ
び
第
六
六

条
の
ほ
か
、
第
一
部
第
旧
六
章
第
一
条
に
は
、
つ
ぎ
の
規
定
が

置
か
れ
て
い
る
。
「
第
一
審
ま
た
は
第
二
審
で
発
せ
ら
れ
た
判

決
に
対
し
、
所
定
の
期
間
内
に
、
許
さ
れ
た
上
訴
を
お
こ
な
わ

ず
ま
た
は
上
告
審
に
お
い
て
判
決
の
宣
告
が
あ
っ
た
と
き
、
こ

の
判
決
は
既
判
力
を
有
し
、
爾
後
い
か
な
る
口
実
に
よ
っ
て

も
、
ま
た
無
効
が
存
在
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
も
、
こ
の
判

決
を
覆
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
違
背
し
て
は
な
ら
な
い
」
。

執
行
申
立
権
　
一
般
裁
判
所
法
第
一
部
第
二
四
章
第
三
条
「
判

決
の
確
定
し
た
日
よ
り
起
算
し
て
、
ま
る
一
年
を
経
過
し
な
が

ら
、
判
決
の
執
行
を
求
め
な
か
っ
た
と
き
、
そ
の
後
は
執
行
の

処
分
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
確
定
判
決
に
も
と
づ
き
、
新
に
訴
が

提
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
判
決
中
に
、
あ
る
も
の
が
支
払
わ

れ
ま
た
は
給
付
さ
る
べ
き
期
限
が
定
あ
ら
れ
て
い
る
と
き
、
そ

の
期
限
の
経
過
の
時
よ
り
、
そ
の
一
年
が
算
定
さ
れ
る
。
債
務

者
の
請
求
に
も
と
づ
き
、
裁
判
上
で
あ
れ
、
裁
判
外
で
あ
れ
、

か
れ
に
あ
る
一
定
期
間
判
決
に
従
う
こ
と
に
つ
き
猶
予
が
与
え

ら
れ
た
こ
と
が
、
書
面
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
は
執
行
申

立
を
お
こ
な
う
さ
い
に
申
立
人
に
よ
っ
て
疎
明
さ
れ
る
と
き
、

権
利
行
使
期
間
は
、
猶
予
が
終
っ
た
日
よ
り
起
算
さ
れ
る
。
判
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（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

決
が
、
相
手
方
に
よ
っ
て
あ
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
き
、
そ
の
判
決
は
一
年
一
日
後

も
完
全
な
効
力
を
有
す
る
。
そ
れ
で
も
っ
て
勝
訴
し
た
当
事
者

は
、
つ
ね
に
相
手
方
の
侵
害
に
対
し
て
保
護
さ
れ
る
」
。

判
決
債
務
履
行
訴
権
　
一
般
裁
判
所
法
第
一
部
第
二
八
章
第
一

四
条
「
第
二
四
章
第
三
条
に
従
い
期
間
の
昼
過
の
た
め
執
行
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
確
定
判
決
に
も
と
づ
き
新
に
訴
を
提

起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
、
こ
の
訴
に
応
じ
て
、
終
始
上

述
の
執
行
手
続
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
と
く

に
確
定
判
決
の
時
が
す
で
に
か
な
り
以
前
に
遡
る
と
き
に
は
、

受
託
裁
判
官
は
、
訴
の
受
理
に
さ
い
し
、
次
の
点
を
精
密
に
研

究
し
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
確
定
判
決
が
実

際
に
当
事
者
ま
た
は
法
律
上
の
意
味
で
は
当
事
者
と
同
一
人
物

と
解
さ
れ
る
者
の
間
で
、
ま
た
現
在
の
新
し
い
訴
に
関
わ
る
物

に
つ
い
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
の
点
で
あ
る
。
判
決
が

五
年
よ
り
前
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
は
、
執
行
訴

訟
で
な
く
て
、
通
常
訴
訟
の
み
が
許
さ
れ
る
し
。

王
室
裁
判
所
の
立
場
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
榊
六
章
第
七
条
　
　
「
権
利
は
、
時
効
、
裁

判
官
の
判
決
お
よ
び
債
務
者
の
債
務
を
消
滅
せ
し
め
る
行
為
や

事
件
に
よ
り
消
滅
す
る
」
。
プ
ロ
イ
セ
ン
法
の
原
則
に
よ
れ
ば
、

確
定
判
決
に
よ
っ
て
権
利
そ
れ
自
体
が
当
然
に
消
滅
す
る
と
解

（
1
1
）

（
1
2
）

ハ
ー
3
）

さ
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
方
向
の
普
通
法
の
見
解
に
つ
き
、

乏
Φ
び
Φ
が
　
ω
《
馨
Φ
ヨ
p
。
鉱
ω
9
①
団
p
け
≦
ざ
評
ぎ
昌
σ
q
α
興
い
Φ
寓
①

＜
o
づ
α
興
鵠
旧
套
三
皇
①
汚
く
①
暮
ヨ
飢
財
9
冨
＃
（
一
お
㎝
）
”
ゆ
Φ
♪

ω
誌
ω
置
戸
9
こ
れ
に
対
し
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
で
は
、
確
定
判
決
に
よ

っ
て
消
滅
す
る
の
は
訴
権
で
あ
り
、
し
か
も
法
上
当
然
（
君
沼

冒
お
）
で
は
な
く
、
抗
弁
に
よ
る
も
の
（
℃
興
①
×
8
℃
江
§
Φ
ヨ
）

と
さ
れ
る
。
ω
帥
く
戯
⇒
ざ
ω
団
ω
富
β
b
d
9
①
・
ψ
お
Φ
h
い

ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
＝
［
章
第
二
九
八
、
二
九
九
条
　
第
二
九

八
条
「
遺
産
に
対
す
る
請
求
に
対
し
こ
れ
を
防
禦
す
る
の
は
、

主
と
し
て
相
続
人
で
あ
る
。
受
遺
者
は
、
こ
の
相
続
入
に
対
し

不
利
に
判
決
さ
れ
た
こ
と
を
、
自
己
に
つ
い
て
も
み
と
め
ね
ば

な
ら
な
い
」
、
第
二
九
九
条
「
し
か
し
、
受
遺
者
は
、
実
際
上

の
利
益
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
う
る
場
合
に
は
、
相
続
財
産
に

関
わ
る
訴
訟
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
相
続
財
産
に
不

利
な
判
決
に
対
し
て
は
、
相
続
人
の
参
加
が
な
く
と
も
、
自
己

の
費
用
で
上
訴
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
」
。

ラ
ン
ト
法
序
章
第
七
七
、
七
八
条
「
何
人
も
自
己
の
暴
力
に
よ

っ
て
権
利
を
取
得
し
て
は
な
ら
な
い
」
、
「
自
力
救
済
が
宥
さ
れ

る
の
は
、
国
家
の
救
済
を
求
め
る
と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
損

害
を
避
け
る
の
に
遅
す
ぎ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
」
。

不
法
な
自
力
救
済
に
関
す
る
刑
法
上
の
規
定
　
プ
ロ
イ
セ
ン
法

は
、
自
力
救
済
を
一
力
の
犯
罪
と
し
、
刑
法
、
す
な
わ
ち
第
二

部
第
二
〇
章
、
第
一
五
七
六
一
一
六
〇
条
に
規
定
を
設
け
て
い
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『サヴィニー・プロイセンー般ラント法講義』四（石部・野田）

　
　
る
。
・
第
一
五
七
条
に
は
、
「
官
憲
を
無
視
し
、
法
律
の
特
別
の

　
　
許
可
な
く
し
て
、
自
ら
権
利
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
人

　
　
ま
た
は
物
に
対
し
暴
力
を
伴
わ
ず
に
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
に

　
　
は
、
罰
金
ま
た
は
差
押
（
び
旨
σ
q
①
忌
。
げ
臼
》
鍵
①
馨
）
に
処
せ

　
　
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
行
使
し
た
暴
力
に

　
　
応
じ
て
、
．
ニ
降
月
な
い
し
六
カ
月
の
禁
鋼
刑
、
自
由
刑
ま
た
は

　
　
懲
戒
刑
に
処
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
る
。

（
1
4
）
ラ
ン
ト
法
第
翻
曾
和
七
章
第
一
四
一
i
胴
四
三
条
　
第
一
四
一

　
　
条
に
つ
い
て
は
、
法
政
研
究
第
四
九
巻
第
四
号
一
二
二
頁
（
訳

　
　
注
4
1
）
参
照
。
第
一
四
ニ
ー
一
四
三
条
に
つ
い
て
は
、
同
一
二

　
　
六
頁
（
訳
注
4
9
）
参
照
。

（
1
5
）
権
利
の
得
喪
の
最
も
一
般
的
な
原
因
　
い
わ
ゆ
る
民
法
の
『
総

　
　
則
』
が
、
ロ
ー
マ
法
的
要
素
と
自
然
法
的
要
素
の
混
合
物
で
あ

　
　
り
、
と
く
に
後
者
の
強
い
影
響
の
下
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

　
　
る
こ
と
は
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
既
述
の
、
人
、

　
　
物
お
よ
び
権
利
の
一
般
的
性
質
の
章
と
と
も
に
、
こ
の
章
も
、

　
　
　
『
総
則
』
前
史
を
探
る
た
め
に
は
、
き
わ
あ
て
興
味
深
い
。
一

　
　
般
ラ
ン
ト
法
は
、
第
一
部
の
冒
頭
よ
り
、
人
、
物
お
よ
び
行
為

　
　
と
い
う
イ
ン
ス
チ
ッ
チ
オ
！
ネ
ス
式
の
分
類
法
を
踏
襲
し
て
、

　
　
そ
の
点
で
は
当
時
の
自
然
法
や
実
定
法
の
教
科
書
の
編
別
に
ほ

　
　
ぼ
対
応
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ハ
イ
ゼ
の
・
体
系
は
、
ω
法

　
　
源
、
②
権
利
、
③
権
利
の
追
求
・
保
護
、
㈲
人
、
⑤
物
、
㈲
行

　
　
為
、
㎝
空
間
・
時
間
的
関
係
と
い
う
順
序
に
な
っ
て
い
て
、
権

（
1
6
）

下
畑
が
む
し
ろ
前
面
に
出
て
い
る
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
一
八
二
四

年
の
講
義
の
場
合
、
人
、
物
を
扱
っ
た
後
に
、
権
利
論
が
現
わ

れ
、
そ
の
得
喪
の
原
因
の
と
こ
ろ
で
、
再
び
人
的
能
力
や
意
思

表
示
を
論
じ
て
い
る
の
は
、
ハ
イ
ゼ
の
体
系
の
影
響
が
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
晩
年
の
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
『
体
系
』
で

は
、
権
利
・
義
務
の
得
喪
の
原
因
と
い
う
よ
り
も
、
法
律
関
係

の
発
生
・
変
更
・
消
滅
の
原
因
と
し
て
法
律
事
実
が
扱
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
》
．
切
●
ω
O
げ
ミ
碧
N
り
N
霞
目
導
馨
O
ゴ
q
昌
α
q
α
Φ
ω

§
＆
Φ
ヨ
⑦
石
越
鋤
昌
α
o
算
。
山
陰
ω
け
①
ヨ
ω
ぎ
“
幻
㊦
o
算
ω
α
q
①
ω
9
堕

。
寡
。
信
昌
山
○
Φ
σ
q
Φ
昌
≦
碧
計
ψ
下
H
①
…
ω
9
≦
σ
q
昌
罫
ω
鴇
段
。
§
唱

u
σ
α
●
ω
・
ω
●
一
馬
・

意
田
癖
表
二
小
　
宮
田
心
表
一
編
　
（
ぐ
引
出
一
①
⇒
ω
O
目
屏
一
飲
『
⊆
昌
σ
q
唱
　
傷
①
〇
一
9
噌
9
鉱
O

〈
o
ゴ
葺
簿
一
ω
）
の
概
念
は
、
す
で
に
一
八
世
紀
初
め
の
自
然
法

学
の
体
系
の
中
に
現
わ
れ
る
。
ネ
ッ
テ
ル
ブ
ラ
ツ
ト
は
、
意
思

表
示
を
法
律
行
為
（
p
o
葺
ω
甘
ユ
臼
o
q
ω
）
　
の
重
要
な
一
種
と

し
て
い
る
が
、
一
八
世
紀
末
の
学
者
た
ち
の
中
に
は
、
意
思
を

法
律
行
為
の
核
心
を
形
成
す
る
要
素
と
し
て
強
調
す
る
も
の
が

あ
る
（
＜
●
弓
Φ
＜
①
昌
勲
閥
単
国
・
固
虫
P
6
『
・
ω
O
げ
≦
四
暮
N

戸
口
曽
g
げ
。
崔
）
　
一
般
ラ
ン
ト
法
の
起
草
に
関
与
し
、
大
き
な

影
響
を
与
え
た
ク
ラ
イ
ン
は
、
そ
の
著
書
（
O
ヨ
巳
ω
9
、
訂
Φ

創
⑦
↓
昌
。
慈
島
。
げ
亀
昌
幻
①
o
茸
ω
≦
δ
ω
①
昌
ω
o
ず
9
津
や
ω
団
ω
回
目

α
Φ
ω
O
お
信
2
ω
o
財
Φ
嵩
Ω
＜
一
冒
o
o
巨
ω
）
で
、
法
律
行
為
と
い
う

言
葉
を
用
い
て
い
な
い
。
そ
の
せ
い
か
、
　
一
般
ラ
ン
ト
法
で
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も
、
法
律
行
為
（
沁
①
o
算
ω
σ
q
Φ
ω
o
冨
津
）
と
い
う
表
現
は
現
わ

れ
ず
、
そ
の
代
り
い
た
る
と
こ
ろ
に
意
思
表
示
の
概
念
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
第
一
部
第
三
章
、
「
行
為
お
よ
び
そ
れ
よ
り
生

ず
る
権
利
に
つ
い
て
」
の
第
三
〇
！
三
一
条
で
、
「
自
由
な
行

為
に
よ
っ
て
、
権
利
を
取
得
し
、
風
入
に
移
転
し
、
廃
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
、
「
と
く
に
こ
れ
は
法
的
に
有
効
な
意
思
表

示
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
」
と
定
め
て
い
る
が
、
こ
の
「
行

為
」
概
念
は
、
厳
格
に
技
術
的
な
意
味
で
の
「
法
律
行
為
」
と

は
異
な
り
、
不
法
行
為
等
を
も
含
む
き
わ
め
て
一
般
的
な
意
味

に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
意
思
表
示
に
つ
い
て
は
、
別

の
一
章
を
設
け
て
規
定
し
、
そ
の
冒
頭
で
、
　
「
意
思
表
示
と

は
、
表
示
者
の
意
図
に
従
っ
て
生
じ
、
ま
た
生
ず
べ
き
で
な
い

こ
と
の
表
明
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ハ
イ

ゼ
の
体
系
で
は
、
や
は
り
一
般
的
意
味
の
行
為
の
概
念
の
中

で
、
さ
ら
に
意
思
決
定
、
（
≦
臼
Φ
づ
ω
ぴ
Φ
ω
鉱
ヨ
ヨ
q
コ
ひ
q
）
と
意
思

表
示
（
≦
陣
＝
Φ
昌
ω
Φ
碑
莚
霊
⇒
α
q
）
が
区
別
さ
れ
、
強
迫
、
詐
欺
、

錯
誤
は
前
者
の
と
こ
ろ
で
扱
わ
れ
る
が
、
一
般
ラ
ン
ト
法
は
こ

の
点
を
と
く
に
区
別
し
て
い
な
い
。

　
第
二
部
第
四
章
「
意
思
表
示
に
つ
い
て
」
の
成
立
過
程
を
み

る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
規
定
は
物
権
に
の
み
関

係
し
、
ク
ラ
イ
ン
の
草
案
で
は
、
そ
の
表
題
は
な
お
「
物
権
一

般
の
源
泉
に
つ
い
て
」
（
＜
o
昌
α
Φ
昌
の
¢
Φ
滞
コ
α
Φ
吋
ω
9
0
プ
Φ
瓢
－

お
〇
三
①
口
富
旨
き
艮
）
と
な
っ
て
い
た
が
、
編
纂
作
業
の
進

行
の
過
程
で
ス
ワ
ル
ツ
が
、
契
約
の
一
般
的
規
定
の
前
に
、
契

約
、
一
方
的
意
思
表
示
よ
び
拙
意
処
分
に
同
じ
よ
う
に
適
用
さ

れ
る
意
思
表
示
の
一
般
的
命
題
を
置
く
こ
と
を
提
案
し
た
。

か
か
る
意
思
表
示
概
念
の
祖
型
は
、
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
の
約
束

（
”
融
O
ヨ
一
ω
ω
μ
O
）
の
概
念
に
求
め
ら
れ
る
が
、
　
そ
こ
で
権
利
の

変
動
の
原
因
で
あ
る
約
束
は
、
所
有
権
移
転
の
意
思
と
対
応

し
て
、
自
由
の
一
部
の
移
転
意
思
の
表
明
と
構
成
さ
れ
た
。
一

般
ラ
ン
ト
法
で
は
、
第
一
部
第
五
章
に
「
他
人
に
対
七
権
利
を

移
転
し
、
．
ま
た
は
他
人
に
対
し
て
義
務
を
引
受
け
よ
う
と
す
る

表
示
は
、
約
束
（
＜
隅
の
鷺
⑦
9
①
口
）
と
い
う
」
（
第
二
条
）
と

い
う
規
定
が
あ
る
が
、
起
草
者
は
、
別
に
意
思
表
示
の
章
を
設

け
て
、
総
則
形
成
へ
と
一
層
の
転
換
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

ω
元
三
⊆
づ
α
ω
o
冨
。
ω
ω
ヨ
Q
旨
P
　
≦
一
一
冨
屋
Φ
美
莚
三
障
α
Q
q
⇒
α

幻
①
o
霞
。
。
ひ
q
Φ
ω
o
ゴ
無
計
　
男
Φ
ω
邸
鋤
び
①
髭
面
　
察
巴
2
匂
¢
は
。
。
け
Φ
目
－

母
鳥
巳
融
叶
N
o
＞
｝
σ
Φ
量
的
帥
昌
①
一
ω
　
男
ゆ
蝕
N
お
憩
げ
甑
α
q
⑦
ヨ

U
o
算
g
占
¢
び
雛
9
、
麟
旨
焔
凋
帥
巴
償
コ
α
ピ
Φ
骨
N
茜
ド
⑩
O
刈
…
乏
霞
昌
巽

コ
甥
ヨ
ρ
　
》
出
σ
q
①
ヨ
①
貯
震
　
↓
蝕
一
q
Φ
ω
げ
盲
ひ
q
Φ
島
。
訂
旨

幻
8
算
ρ
じ
σ
P
一
H
・
じ
σ
g
ご
P
出
①
δ
①
8
Φ
お
“
瓢
①
≦
磯
。
触
貰

お
刈
。
。
・
ω
』
○
。
ゐ
一
…
異
象
旨
鋤
ご
づ
U
腎
箒
が
9
Φ
薯
筥
2
堕

①
良
冨
遷
賞
α
q
昌
8
プ
◎
Φ
奪
鷺
Φ
蝦
ゆ
δ
9
①
雛
》
い
燭
議
お
剥

①
噌
コ
ω
慈
。
財
蝦
旨
幽
N
葺
く
Φ
『
憲
ω
ω
陣
ひ
q
．
｝
ぎ
…
じ
d
①
騨
冨
α
q
①
N
償
贋

力
①
o
江
。
。
σ
q
①
8
ぼ
。
窪
ρ
　
　
O
Φ
α
9
、
o
葺
鼠
ω
ω
o
昼
ユ
悼
｛
⇔
触
類
Φ
づ

ヨ
9
屋
0
8
鑓
P
霊
9
び
。
融
P
お
刈
P
ω
や
露
h
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（
1
7
）
人
的
能
力
　
一
般
ラ
ン
ト
法
に
よ
れ
ば
、
法
的
行
為
（
8
9
学

　
　
一
望
。
げ
Φ
＝
碧
α
冨
昌
o
q
）
の
概
念
は
、
自
由
を
核
心
と
し
て
い
る
。

　
　
　
「
行
為
よ
り
権
利
が
生
ず
る
と
き
、
そ
の
行
為
は
自
由
で
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
第
一
部
第
三
章
第
一
条
）
。
さ
ら
に
「
自
由

　
　
な
行
為
を
お
こ
な
う
能
力
が
完
全
に
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

　
　
は
、
法
律
に
も
と
つ
く
義
務
は
生
じ
な
い
」
（
同
第
三
条
）
と
さ

　
　
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
自
由
は
、
ま
た
「
理
性
と
熟
慮
を
も
っ
て

　
　
行
為
す
る
能
力
」
（
第
四
章
第
三
条
）
を
前
提
と
す
る
。
一
般

　
　
ラ
ン
ト
法
は
、
意
思
表
示
の
章
で
も
、
自
由
な
理
性
的
人
間
“

　
　
人
格
の
行
為
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
行
為
能

　
　
力
は
、
こ
こ
で
は
U
①
誘
O
巳
ざ
ぽ
Φ
悶
讐
帥
ひ
q
〆
Φ
諄
と
し
て
扱
わ

　
　
れ
る
。

（
1
8
）
幼
児
と
未
成
熟
者
　
第
一
部
第
四
章
第
二
〇
条
で
は
「
七
歳
未

　
　
満
で
あ
る
幼
児
」
、
第
二
一
条
で
は
コ
四
歳
未
満
で
あ
る
未

　
　
成
熟
者
」
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
第
一
部
第
一
章
第
二
五
条
に
よ

　
　
る
と
、
幼
児
と
は
七
歳
未
満
の
者
、
未
成
熟
者
と
は
一
四
歳
未

　
　
満
の
者
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
前
記
の
二
条
は
、
そ
れ
ぞ
れ

　
ψ
　
「
七
歳
未
満
の
者
す
な
わ
ち
幼
児
」
、
「
一
四
歳
未
満
の
者
す
な

　
　
わ
ち
未
成
熟
者
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
〈
α
q
ド
O
↓
9
、
跨
－

　
　
国
9
器
1
ω
冒
。
炉
田
ひ
q
ぎ
弩
昌
α
q
①
コ
償
a
貯
憲
9
0
遷
畠
Φ
P

　
　
b
d
q
・
H
‘
ω
●
ミ
リ
葺
円
●
》
い
幻
H
・
躍
食
吻
留
〒
N
ω
●

（
1
9
）
第
二
部
第
一
八
章
第
二
四
七
条
　
「
被
後
見
人
は
、
後
見
人
の

　
　
助
力
な
し
に
は
、
第
三
者
に
対
し
て
義
務
を
負
う
こ
と
は
で
き

（
2
0
）

な
い
」
、
第
七
三
三
条
「
か
れ
は
ま
た
、
後
見
裁
判
所
の
承
認

な
し
に
は
、
新
し
い
消
費
貸
借
を
お
こ
な
い
え
な
い
」
、
第
七
三

四
条
「
被
後
見
人
は
そ
の
他
の
契
約
を
締
結
し
う
る
が
、
そ
れ

は
、
こ
の
権
能
が
な
け
れ
ば
、
か
れ
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
〔
財

産
の
〕
管
理
を
お
こ
な
い
え
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
」
。
な
お
、

講
義
ノ
：
ト
で
は
、
象
Φ
》
創
ヨ
貯
ω
貯
9
㌶
§
畠
Φ
ω
＜
Φ
二
箪
α
q
①
ω

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
二
〇
歳
に
達
し
た
被
後
見
人
が
、
そ
の

財
産
収
入
か
ら
生
活
費
、
利
息
、
管
理
費
用
を
差
引
い
た
後
に

残
っ
た
財
産
剰
余
分
を
、
．
か
れ
自
身
の
管
理
に
委
ね
ら
れ
た
場

合
と
、
か
れ
の
要
求
に
基
づ
い
て
財
産
そ
の
も
の
の
管
理
が
委

ね
ら
れ
た
場
合
に
あ
た
る
の
で
、
本
文
の
よ
う
に
訳
し
た
。

厘
状
回
復
の
救
済
　
ス
ワ
ル
ツ
は
、
「
最
終
改
訂
」
（
ω
魯
ぼ
ゆ
・

幻
。
〈
一
臨
8
）
の
さ
い
に
、
一
般
ラ
ン
ト
法
が
、
従
来
の
普
通
法

と
異
な
り
、
年
齢
故
の
原
状
回
復
（
お
ω
葺
暮
δ
8
ω
貯

一
十
①
凶
円
q
ヨ
Φ
×
o
鋤
甘
＄
9
Φ
苗
件
冨
）
を
維
持
・
採
用
し
な
か

っ
た
理
由
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
ロ
ー
マ
法
で
は
、
未
成
熟
者
の
行
為
は
、
精
神
的
能
力
・
判

断
力
の
不
足
の
た
め
無
効
と
さ
れ
た
が
、
成
熟
年
齢
に
達
し
た

未
成
年
者
の
行
為
は
有
効
と
さ
れ
た
。
た
だ
経
験
の
乏
し
い

若
者
が
そ
の
よ
う
な
契
約
で
損
害
を
蒙
る
罵
れ
が
大
い
に
あ
る

の
で
、
市
民
法
の
厳
格
さ
を
緩
和
す
る
意
味
で
、
法
務
官
は
、

損
害
に
対
し
原
状
回
復
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
救
済
手
続
は
、
当
初
、
未
成
年
者
が
単
独
で
お
こ
な
つ
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料資

た
行
為
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
後
に
は
、
後
見
人
の
助
成
が
あ

っ
た
場
合
や
後
見
入
が
未
成
熟
者
の
名
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た

場
合
に
も
拡
大
適
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
現

在
の
制
度
と
し
て
は
正
当
な
根
拠
を
も
た
な
い
。

　
ロ
ー
マ
法
で
は
、
未
成
熟
者
に
は
後
見
人
、
未
成
年
者
に
保

佐
人
が
選
任
さ
れ
る
が
、
未
成
年
者
保
佐
は
任
意
の
制
度
で
あ

る
。
後
見
人
・
保
佐
人
は
、
官
憲
に
よ
り
任
命
な
い
し
確
認
を

う
け
る
の
み
で
、
ま
た
担
保
の
設
定
を
要
求
さ
れ
る
に
す
ぎ
な

い
。
そ
の
ほ
か
、
官
憲
の
監
督
に
服
し
な
い
し
、
未
成
年
終
了

後
に
計
算
を
お
こ
な
う
義
務
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
、
不

動
産
譲
渡
の
場
合
に
限
り
、
後
に
な
っ
て
裁
判
所
の
命
令
が
必

要
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
う
い
う
状
況
の
下
で
は
、
未
成
年

者
が
不
誠
実
隔
無
思
慮
な
後
見
人
の
た
め
損
害
を
蒙
る
虞
れ
が

多
分
に
あ
っ
て
、
原
状
回
復
の
恩
典
に
よ
っ
て
救
済
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
公
平
で
あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
事
情
が
全

く
異
な
る
。
後
見
人
は
た
え
ず
官
憲
の
監
督
規
制
に
服
し
、
重

要
な
場
合
に
は
、
後
見
裁
判
所
に
伺
い
を
立
て
許
可
を
求
め
ね

ば
な
ら
な
い
。
管
理
も
一
定
の
規
則
、
規
定
に
拘
束
さ
れ
る
。

毎
年
計
算
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
機
会
に
管
理
の
全
部
に
わ
た

っ
て
厳
密
な
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
後
見

人
は
後
見
人
の
行
為
に
よ
っ
て
損
害
を
蒙
る
こ
と
は
な
い
。
例

外
的
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
行
為
は
、
法
律

の
規
定
を
ま
も
ら
な
か
っ
た
た
め
、
無
効
で
あ
る
か
、
あ
る
い

は
、
未
成
年
者
は
、
後
見
人
ま
た
は
後
見
裁
判
所
の
義
務
違
反

を
理
由
に
、
こ
れ
に
対
し
て
求
償
権
が
認
め
ら
れ
る
。

　
原
状
回
復
の
恩
典
を
廃
止
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
す
る
理
由

は
、
さ
ら
に
、
こ
の
恩
典
か
ら
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
の
不
安

定
と
面
倒
な
破
滅
的
な
訴
訟
が
多
数
生
ず
る
の
が
確
実
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
原
状
回
復
が
お
こ
な
わ
れ
る
か
ぎ
り
、

未
成
年
者
ま
た
は
そ
の
後
見
人
と
多
少
な
り
と
も
確
実
に
取
引

行
為
を
お
こ
な
う
手
段
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
裁
判
所
の
審

理
、
後
見
監
督
人
に
よ
る
許
可
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
し
て
も
、

二
十
年
以
上
も
後
に
、
最
初
か
ら
存
在
せ
ず
、
事
情
の
変
更
に

よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
口
実
に
し
て
、
そ
の
行
為
を
取
消
し

て
、
第
三
者
の
財
産
状
態
に
有
害
な
混
乱
を
生
ぜ
し
め
る
乙
と

が
あ
る
の
を
け
っ
し
て
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
未
成
年

者
に
後
見
人
の
行
為
や
解
怠
に
よ
っ
て
損
害
が
生
ず
る
の
を
で

き
る
か
ぎ
り
防
ぐ
措
置
が
別
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
国
家

は
他
の
臣
民
の
た
め
、
安
全
を
害
し
、
一
般
の
取
引
を
困
難
な

ら
し
め
る
恩
典
を
廃
止
す
る
義
務
が
あ
る
。
ま
た
、
原
状
回
復

を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
の
が
公
平
と
思
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
が

（
と
く
に
時
効
の
場
合
）
、
こ
れ
に
対
し
て
第
一
部
第
九
章
第

五
三
五
条
一
四
二
条
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ω
く
碧
Φ
N
”

》
ヨ
葺
魯
Φ
＜
o
＝
感
σ
q
①
び
階
位
霞
ω
謬
言
甲
幻
Φ
忌
ω
δ
⇒
審
ω

〉
一
】
σ
Q
①
ヨ
Φ
ぎ
①
嵩
ピ
鋤
コ
伽
お
。
鐸
q
。
曽
ヨ
…
穴
9
§
営
N
q
鋤
ず
3
口
。
冨
憎
”

ごご

X
障
噂
ω
μ
⑩
㌣
δ
伊
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（
2
1
）

（
2
2
）

父
権
に
服
す
る
子
の
な
し
た
行
為
の
効
力
　
原
則
、
第
一
一
三

条
「
子
の
行
為
や
契
約
に
よ
り
父
に
義
務
が
生
じ
な
い
場
合
、

そ
の
行
為
や
契
約
は
子
自
身
に
関
し
て
も
無
効
で
あ
る
」
、
第
一

三
二
条
「
そ
れ
ゆ
え
に
、
子
は
、
父
権
終
了
後
も
、
本
来
無
効

な
こ
の
よ
う
な
債
務
を
弁
済
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
」
。
例
外

と
し
て
、
第
＝
二
三
条
「
そ
の
性
質
上
契
約
締
結
能
力
を
欠
く

者
に
つ
き
、
一
般
的
法
律
規
定
に
よ
っ
て
、
た
ん
な
る
存
益
な

使
用
に
基
づ
き
（
転
用
物
の
）
償
還
義
務
が
生
じ
る
場
合
に
限

り
、
子
は
父
権
終
了
後
、
自
己
の
財
産
よ
り
こ
の
償
還
を
お
こ

な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
、
第
一
三
四
一
一
三
五
条
，
「
あ
る
者
が

も
は
や
父
権
に
服
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
僑
称
し
た
と
い
う

理
由
に
よ
っ
て
、
契
約
ま
た
は
債
務
は
有
効
と
は
な
ら
な
い
」
、

「
し
か
し
、
債
権
者
が
自
ら
軽
過
失
な
く
し
て
、
こ
の
よ
う
な

債
務
者
に
よ
り
実
際
に
欺
か
れ
た
と
き
、
一
般
的
法
律
規
定
に

従
い
ふ
債
務
者
の
財
産
よ
り
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
、
第
＝
二
六
－
一
三
七
条
「
父
権
に
服
す
る
子
に
よ
っ
，
て

当
初
よ
り
無
効
と
さ
れ
た
債
務
が
有
効
と
な
る
の
は
、
父
権
終

了
後
、
そ
の
債
務
者
が
〔
債
務
承
認
に
よ
っ
て
〕
弁
済
の
義
務

を
負
う
場
合
で
あ
る
」
、
「
た
だ
し
、
顧
慮
さ
れ
る
の
は
、
裁
判

所
ま
た
は
冒
ω
欝
屏
。
ヨ
巨
ω
ω
陰
言
ω
（
弁
護
士
兼
公
証
人
Y
の

面
前
で
お
こ
な
わ
れ
た
明
示
的
な
承
認
に
限
ら
れ
る
」
。

マ
ケ
ド
ニ
ア
ー
ヌ
ム
元
老
院
議
決
　
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ー
ヌ
ス
帝

の
時
代
、
家
子
マ
ケ
ド
ー
が
債
権
者
に
苦
し
め
ら
れ
、
．
父
を
殺

（
2
3
）

し
て
そ
の
債
務
を
弁
済
し
た
事
件
を
契
機
と
し
て
制
定
さ
れ
た

と
い
う
。
家
子
に
対
す
る
金
銭
費
貸
借
を
禁
止
す
る
法
律
で
あ

る
。
訴
え
ら
れ
た
家
子
は
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
ー
ヌ
ム
元
老
院
議
決

に
よ
る
抗
弁
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
父
ま
た
は
父
権
よ

り
解
放
さ
れ
た
家
子
が
そ
れ
を
追
認
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
行

為
は
完
全
に
有
効
と
な
る
。
金
銭
消
費
貸
借
が
、
何
人
か
ら

で
あ
れ
、
任
意
に
弁
済
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
コ
ン
デ
ィ
ク

チ
オ
ー
で
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
原
田
慶
吉
「
ロ
ー
．
マ

法
」
　
（
有
斐
閣
）
　
一
七
八
頁
、
一
〇
，
『
叩
国
信
艮
Φ
〒
乏
。
づ
α
q
o
お

幻
O
ヨ
δ
9
Φ
ω
知
8
茸
ρ
ω
．
》
口
h
一
・
り
（
一
4
四
〇
7
α
『
q
O
貯
り
H
㊤
刈
c
o
）

ω
』
N
一
・

法
典
草
案
注
第
一
部
一
七
四
頁
　
本
注
に
よ
る
と
、
父
権
に
服

す
る
子
の
債
務
は
、
父
の
同
意
の
な
い
か
ぎ
り
、
無
効
で
あ
る
、

と
い
う
理
論
は
、
古
代
ロ
ー
マ
法
に
由
来
す
る
が
、
こ
の
法
、
・

と
い
う
よ
り
む
し
ろ
そ
の
解
釈
者
た
ち
が
多
く
の
例
外
を
認

め
、
そ
の
結
果
、
原
則
そ
の
も
の
が
廃
止
さ
れ
た
も
同
然
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
外
に
属
す
る
の
は
、
た
と
え

ば
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
ー
ヌ
ム
元
老
院
議
決
は
、
現
金
で
お
こ
な
わ

れ
た
消
費
貸
借
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
債
権
者
が
、

〔
な
お
父
権
に
服
し
て
い
る
と
い
う
〕
債
務
者
の
性
質
を
知
ら

な
か
っ
た
場
合
、
ま
た
は
父
が
息
子
の
た
め
す
で
に
債
務
を
弁

済
し
た
場
合
、
こ
の
元
老
院
議
決
の
適
用
が
な
い
、
と
い
う
命

題
で
あ
る
。
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料資

（
2
4
）

　
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
、
本
文
中
で
、
こ
の
よ
う
な
理
解
の
仕
方
を

批
判
し
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
ー
ヌ
ム
元
老
院
議
決
の
規
定
自
体
が
ロ

ー
マ
法
で
は
例
外
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
法
典
草
案

は
、
た
し
か
に
こ
の
議
決
の
適
用
を
父
権
に
服
す
る
子
の
債
務

す
べ
て
に
一
般
化
し
た
の
で
あ
る
が
、
起
草
者
に
よ
れ
ば
、
債

権
者
保
護
の
た
め
、
父
権
終
了
の
標
識
を
明
確
化
す
る
（
独
立

の
営
業
、
公
職
へ
の
就
任
、
婚
姻
）
と
同
時
に
、
債
権
者
が
無
過

失
で
子
の
性
質
を
誤
っ
た
場
合
に
備
え
、
「
父
が
家
外
で
子
に

対
し
、
そ
の
よ
う
な
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
果
た
し
え
な
い

よ
う
な
目
的
を
指
定
し
た
と
き
、
父
は
子
の
契
約
を
承
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
定
を
置
い
て
対
処
し
よ
う
と
し

た
と
い
う
。
＜
σ
q
ピ
銀
Φ
≦
興
訪
ζ
舞
在
阪
雛
Φ
⇒
§
円
憲
ω
ω
Φ
亭

ω
9
錬
慈
9
Φ
け
国
璽
憲
蚕
昌
σ
q
創
Φ
尉
嵩
Φ
β
Φ
ω
富
昌
鋤
臣
α
Q
Φ
ヨ
①
ヨ
①
昌

ピ
Ω
。
旨
傷
Φ
ω
σ
q
Φ
ω
o
旨
ρ
じ
噂
村
段
Φ
ω
口
㊦
2
鴇
巴
一
①
同
。
。
O
ρ
ψ
需
ふ
ω
．

ラ
ン
ト
法
第
二
部
第
二
章
動
一
三
八
条
　
　
「
父
権
終
了
の
前
後

に
か
か
わ
り
な
く
、
本
来
無
効
で
あ
る
子
の
債
務
に
つ
き
実
際

に
弁
済
が
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
、
弁
済
者
は
そ
の
返
還
を
請
求

し
え
な
い
し
。
こ
れ
は
、
ロ
ー
マ
法
上
の
弁
済
物
の
留
保
を
認
め

た
も
の
で
あ
る
（
原
田
『
ロ
ー
マ
法
』
　
一
五
八
頁
参
照
）
。
プ

ロ
イ
セ
ン
法
で
は
、
無
能
力
者
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
無
効
な

行
為
に
つ
き
、
任
意
弁
済
し
た
場
合
、
無
能
力
者
は
そ
れ
を
返

還
請
求
し
う
る
、
と
い
う
原
則
が
あ
る
が
（
第
一
部
第
一
六
章

第
一
七
〇
条
）
、
本
条
は
こ
の
例
外
に
あ
た
る
。

（
2
5
）
第
八
部
第
四
章
第
三
一
一
四
一
条
　
意
思
表
示
は
自
由
な
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
ヶ
原
則
（
第
三
条
）
に
対
応

し
、
「
意
思
の
自
由
」
の
見
出
し
の
下
に
、
　
つ
ぎ
の
よ
う
な
規

定
が
置
か
れ
て
い
る
。
第
ご
二
条
「
物
理
力
に
よ
っ
て
強
制
さ

れ
た
意
思
表
示
は
拘
束
力
を
も
た
な
い
」
、
第
三
二
条
「
食
糧

や
医
薬
を
奪
い
、
あ
る
い
は
身
体
的
苦
痛
を
加
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
意
思
表
示
を
さ
せ
ら
れ
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
」
、
第

三
三
条
「
生
命
、
健
康
、
自
由
、
、
名
誉
に
対
す
る
危
険
な
強
迫

も
、
そ
れ
に
も
と
つ
く
意
思
表
示
を
無
効
と
す
る
」
、
第
三
四

条
「
強
迫
の
実
行
が
、
そ
れ
だ
け
を
取
っ
て
み
て
も
、
あ
る
い

は
強
迫
を
受
け
る
者
の
見
方
の
み
に
よ
っ
て
も
、
強
迫
者
の
意

思
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
強
迫
は
危
険
で
あ
る
」
、

第
三
五
条
「
犯
罪
を
理
由
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
裁
判
所
に

告
発
す
る
と
い
う
強
迫
は
、
原
則
と
し
て
、
強
迫
を
受
け
た
者

が
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
お
こ
な
っ
た
意
思
表
示
を
す
べ
て
無
効

に
す
る
し
、
第
三
六
条
「
生
命
、
健
康
、
自
由
ま
た
は
名
誉
に
直

接
関
係
な
い
強
迫
の
場
合
、
裁
判
官
は
、
強
迫
に
よ
っ
て
発
生

す
る
害
そ
の
も
の
の
状
態
に
応
じ
て
、
ま
た
そ
れ
と
表
示
の
対

象
と
の
関
係
に
応
じ
て
、
そ
の
強
迫
に
よ
っ
て
実
際
に
意
思
表

示
が
強
制
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
合
理
的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
、
第
三
七
条
「
強
迫
が
強
迫
を
受
け
る
者
の
意
思
に

及
ぼ
す
影
響
を
定
め
る
さ
い
、
同
時
に
そ
の
者
の
身
体
お
よ
び

精
神
の
状
態
を
斜
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
第
三
八
条
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「
自
己
の
権
利
を
法
律
に
従
っ
て
行
使
す
る
と
迫
る
こ
と
は
、

　
　
け
っ
し
て
強
制
と
は
み
ら
れ
な
い
」
、
第
三
九
条
「
相
手
方
が

　
　
そ
の
権
利
を
裁
判
に
よ
っ
て
追
求
す
る
と
表
明
し
た
こ
と
が
動

　
　
機
と
な
っ
て
意
思
表
示
を
お
こ
な
っ
た
と
き
」
そ
れ
は
強
制
さ

　
　
れ
た
も
の
と
は
み
な
さ
れ
な
い
」
、
第
四
〇
条
「
強
迫
者
が
相

　
　
手
方
に
与
え
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
が
、
ま
だ
譲
渡
し
て
い

　
　
な
か
っ
た
利
益
を
奪
う
と
脅
か
し
て
も
、
脅
か
さ
れ
た
者
の
意

　
　
思
表
示
は
、
け
っ
し
て
無
効
と
は
な
ら
な
い
」
、
第
四
一
条

　
　
　
「
董
恥
心
や
畏
敬
の
念
に
よ
っ
て
意
思
表
示
を
お
こ
な
っ
た
と

　
　
い
う
こ
と
を
口
実
と
し
て
も
、
そ
れ
は
顧
慮
に
値
し
な
い
」
。

（
2
6
）
第
一
部
第
四
章
第
四
二
、
四
三
条
第
四
二
条
「
強
制
さ
れ
た

　
　
意
思
表
示
は
、
暴
力
ま
た
は
強
制
が
、
表
示
に
よ
っ
て
利
益
を

　
　
得
る
者
で
は
な
く
、
第
三
者
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
に

　
　
も
無
効
で
あ
る
」
、
第
四
三
条
「
切
迫
せ
る
危
険
が
意
思
表
示

　
　
の
動
機
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
ま
だ
こ
の

　
　
意
思
表
示
は
無
効
と
は
な
ら
な
い
」

（
2
7
）
第
五
部
第
四
章
第
四
五
、
四
九
－
五
一
条
第
四
五
条
「
他
の

　
　
点
で
は
法
的
に
有
効
な
意
思
表
示
を
、
強
迫
を
う
け
た
こ
と
を

　
　
理
由
に
取
消
そ
う
と
す
る
者
は
、
裁
判
官
の
と
こ
ろ
に
出
頭
で

　
　
き
る
よ
う
に
な
り
次
第
、
で
き
る
か
ぎ
り
速
か
に
遅
く
と
も
そ

　
　
の
時
点
よ
り
八
日
以
内
に
裁
判
所
に
申
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
」
、

　
　
第
四
九
条
「
第
四
五
条
に
従
い
暫
定
的
な
申
立
て
が
お
こ
な
わ

　
　
れ
な
い
と
き
、
強
迫
を
う
け
た
と
主
張
す
る
者
は
、
こ
れ
に
よ

り
証
明
の
た
め
宣
誓
の
申
立
て
を
お
こ
な
う
権
利
を
失
い
、
そ

の
異
議
を
別
の
方
法
で
完
全
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
，

第
五
〇
条
「
〔
八
日
以
内
に
〕
申
立
て
が
お
こ
な
わ
れ
な
い
な
ら

ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
異
議
と
は
反
対
の
法
律
上
の
推
定
が
強
め

ら
れ
、
こ
の
推
定
を
覆
す
の
に
不
完
全
な
証
明
を
補
足
す
る
た

め
、
履
行
宣
誓
は
お
こ
な
わ
れ
え
な
い
」
、
第
五
一
条
「
意
思

表
示
を
お
こ
な
っ
た
者
が
、
第
四
五
条
に
よ
る
暫
定
的
申
立
て

を
お
こ
な
う
ま
え
に
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
相
続
人
は
、
意
思

表
示
の
存
在
を
知
っ
て
か
ら
三
ケ
月
以
内
で
あ
れ
ば
、
な
お
強

迫
が
あ
っ
た
こ
と
を
裁
判
所
に
申
立
て
る
こ
と
が
ゆ
る
ざ
れ
、

そ
の
場
合
に
は
上
記
の
効
果
が
伴
う
」
。

　
ま
た
ス
ワ
ル
ツ
が
「
最
終
改
訂
」
の
さ
い
述
べ
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
、
こ
の
理
論
で
新
し
い
点
は
、
強
迫
に
も
と
つ
く
訴
で

は
な
く
て
、
強
迫
を
う
け
た
こ
と
に
つ
い
て
の
裁
判
所
へ
の
申

立
て
が
、
再
び
自
由
に
な
っ
た
と
き
か
ら
八
日
以
内
に
お
こ
な

わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
申
立
て
を
怠
た
っ
た
者

は
あ
と
で
宣
誓
延
期
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
補
充
宣
誓
の
余

地
も
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
的
は
、
た
ん
な
る

シ
カ
ー
ネ
に
も
と
つ
く
強
制
の
異
議
に
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
対

抗
し
て
、
契
約
の
固
定
性
を
で
き
る
か
ぎ
り
維
持
し
、
真
実
の

発
見
を
容
易
に
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
け
だ

し
、
真
実
の
発
見
は
、
通
常
暗
黒
裡
に
お
こ
な
わ
れ
る
そ
の
よ

う
な
行
為
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
う
き
わ
め
て
困
難
で
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料資

（
2
8
）

あ
ゆ
㍗
審
理
の
引
き
延
し
に
よ
づ
．
て
ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
か

ら
で
あ
る
。
ω
＜
鉾
Φ
斜
「
》
露
葺
。
ず
Φ
．
＜
◎
冥
感
O
q
ρ
閑
妙
ヨ
℃
訂
、

冨
葺
び
曽
。
げ
⑦
♪
，
窪
眞
ゲ
幹
ω
●

第
一
部
第
四
章
第
七
五
i
八
三
条
　
一
般
ラ
ン
ト
法
は
、
錯
誤

の
規
定
に
お
い
て
㍉
グ
ロ
ー
チ
ゥ
ス
・
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
ブ
的

自
然
法
の
考
え
方
に
大
幅
に
依
拠
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
と

異
な
ゆ
、
．
．
意
思
表
示
め
概
念
の
下
で
，
轡
方
行
為
と
契
約
を
含

め
共
通
の
錯
誤
規
定
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
前
期
自
然
法

論
に
対
す
る
独
自
性
が
示
ざ
れ
て
い
る
。
．
ま
た
、
錯
誤
の
種
類

は
、
　
Φ
嘆
。
腕
貯
⇒
①
ひ
q
O
江
9
，
Φ
時
。
り
「
ぎ
、
o
げ
冨
0
8
。
。
署
①

8
壱
◎
携
P
Φ
霞
。
ユ
旨
O
Φ
議
。
舜
の
伝
統
的
な
三
分
法
を
継
承

し
、
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
規
定
を
置
い
て
い
る
。
．
第
七
五

条
「
行
為
の
本
質
的
部
分
ま
だ
は
意
思
表
示
め
主
要
な
客
体
の

錯
誤
は
意
思
表
示
を
無
効
と
す
る
し
、
第
七
六
条
「
意
思
表
示

に
も
と
づ
い
て
権
利
が
生
ず
る
者
の
人
に
つ
い
で
の
錯
誤
も
同

様
で
あ
る
」
、
た
だ
し
、
そ
の
錯
誤
が
原
因
と
な
っ
て
意
思
表
示

が
お
こ
な
わ
れ
だ
こ
と
が
必
要
で
、
「
こ
の
錯
誤
が
な
け
れ
ば

意
思
表
示
は
そ
の
よ
う
に
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
ヶ

と
い
う
こ
と
が
諸
般
の
事
情
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
場
合
」
に
限

っ
て
、
錯
誤
は
顧
慮
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
自
然
法
論
に
照

応
し
て
、
一
般
ラ
ン
ト
法
は
、
錯
誤
者
に
過
失
が
あ
・
つ
た
場
合

で
も
、
錯
誤
を
顧
慮
し
う
る
と
し
て
い
る
。
第
七
八
条
「
こ
れ

ら
す
べ
て
の
場
合
、
表
意
者
が
錯
誤
を
避
け
え
た
で
あ
ろ
う
と

（
2
9
）

思
わ
れ
る
と
き
で
も
、
’
無
効
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
」
。

こ
の
点
は
、
普
通
法
に
対
す
る
き
わ
め
て
大
胆
な
改
革
で
あ
る

が
、
錯
誤
の
相
手
方
の
利
益
保
護
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
、

第
七
九
条
に
、
「
表
意
者
が
惰
自
己
の
重
大
な
、
ま
た
は
通
常

の
過
失
に
よ
っ
て
錯
誤
に
陥
り
、
か
つ
相
手
方
が
表
意
者
の
錯

誤
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
き
、
表
意
者
は
そ
の
過
失

に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
う
」
と
い
う
規

定
を
置
い
た
。
性
状
の
錯
誤
に
つ
い
て
は
、
第
七
七
条
「
人
ま

た
は
物
の
明
示
的
に
前
提
さ
れ
た
本
質
的
性
状
の
錯
誤
も
、
・
意

思
表
示
を
無
効
と
す
る
し
お
よ
び
、
第
八
一
条
「
人
ま
た
は
物

の
通
常
前
提
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
本
質
的
性
状
に
つ
い
て
の
錯

誤
も
ま
た
意
思
表
示
を
無
効
と
す
る
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
。

し
か
し
、
・
・
こ
の
場
合
、
「
錯
誤
者
が
自
己
の
重
大
な
、
ま
た
は

通
常
の
過
失
に
よ
．
っ
て
錯
誤
を
生
ぜ
し
め
た
と
き
、
意
思
表
示

は
存
続
す
る
］
と
い
う
制
約
が
あ
る
。
最
後
に
第
八
三
条
は
、

病
そ
の
他
の
性
質
ま
た
は
事
情
に
つ
い
て
の
錯
誤
は
、
一
意
思
表

示
を
け
っ
し
て
無
効
と
し
な
い
」
と
定
め
る
。
＜
α
q
ピ
℃
Φ
笛
目

団
鋤
¢
営
り
U
δ
国
母
琶
。
匹
口
⇔
ひ
q
“
興
ピ
Φ
町
①
＜
o
導
回
嘆
葺
ヨ

ぴ
蝕
ヨ
幻
9
窪
ω
鴨
ω
o
冨
博
、
嬉
野
住
2
幻
Φ
N
8
試
o
P
．
≦
Φ
ゆ
ヨ
讐

お
幽
〕
．
9
ω
翌
暁
憾

人
ま
た
は
客
体
の
錯
誤
、
本
質
的
性
状
の
錯
誤
，
人
の
錯
誤

Φ
時
○
憎
冒
℃
Φ
拳
。
⇒
鋤
、
は
、
人
の
取
り
違
え
の
こ
と
で
、
・
ロ
ー

マ
法
で
は
、
ケ
ル
ス
ス
O
Φ
一
ω
爆
ω
が
信
用
供
与
者
の
人
に
関
す
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る
信
用
受
領
者
の
錯
誤
を
重
要
な
も
の
と
し
た
（
U
」
炉
ド
ω
卜
。
噸

O
Φ
一
ρ
α
象
ゆ
q
．
）
。
客
体
の
錯
誤
巽
8
『
貯
8
昌
8
『
①
は
行
為

の
客
体
の
取
り
違
え
の
こ
と
で
、
，
法
学
提
要
は
、
問
答
契
約
の

錯
誤
を
や
は
り
重
要
な
も
の
と
扱
っ
て
い
る
（
謬
ω
鉾
日
二
P

器
）
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
い
ず
れ
も
無
効
で
あ
る
。
本
質
的
性

状
の
錯
誤
①
謹
。
『
ぎ
ω
9
ω
時
短
㌶
ω
貯
①
ヨ
舞
興
冨
と
は
、
．

客
体
の
性
状
の
う
ち
本
質
に
関
わ
る
も
の
に
つ
い
て
の
錯
誤
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
酢
が
ブ
ド
ウ
酒
と
し
て
、
銅
が
金
と
し

て
、
鉛
が
銀
と
し
て
売
ら
れ
た
場
合
で
あ
る
つ
買
っ
た
物
が
最

初
考
え
て
い
た
の
と
ち
が
つ
た
性
質
を
も
づ
て
い
た
場
合
、
・
錯

誤
と
し
て
顧
慮
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
点

マ
ル
ケ
ル
ス
（
ζ
9
。
憎
o
o
＝
ロ
ω
）
と
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
の
間
の
有

名
な
争
い
が
あ
る
。
「
マ
ル
ケ
ル
ス
が
売
買
を
有
効
だ
と
み
る
の

に
対
し
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
は
、
「
あ
る
物
が
別
の
物
と
し
て

売
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
」
（
巴
言
α
只
。
・
艶
凶
。
＜
①
巳
ω
の
。

〈
箆
。
言
円
）
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
売
買
は
成
立
し
な
い
と
説

い
た
。
・
ウ
ル
ピ
ア
」
ヌ
ス
の
方
が
通
説
で
あ
，
つ
た
よ
う
で
あ

る
。
物
が
考
え
ち
れ
て
い
た
も
の
と
は
全
く
別
の
材
料
よ
り
出

来
て
い
る
場
合
、
性
質
の
錯
誤
は
客
体
の
錯
誤
と
同
視
さ
れ
、

行
為
を
無
効
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
い
つ
、
ど
の
程
度
で
あ
れ

ば
、
異
な
・
つ
た
材
料
の
も
の
に
な
る
か
を
決
定
す
る
基
準
を
求

め
る
の
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
づ
た
。
，
普
通
法
に
お
い
て
も

性
状
の
錯
誤
は
「
錯
誤
論
の
最
大
の
弱
点
で
あ
る
」
と
い
わ
れ

（
3
0
）

（
3
1
）

（
3
2
）

る
。
頃
9
D
蝿
讐
9
鋤
●
鋤
．
O
・
ω
．
⑩
山
㎝
…
表
目
¢
ヨ
P
H
笥
言
§
q
昌
傷

幻
8
導
ω
α
q
①
8
冨
h
江
ヨ
a
巳
一
。
陰
。
冨
5
幻
8
窪
曽
司
①
馨
ω
9
ユ
h
一

鴇
・
男
ユ
欝
ω
o
げ
邑
N
b
ご
P
一
●
（
一
〇
ヨ
）
ω
●
N
O
¢
山
㎝
N
．
、

性
質
の
錯
誤
　
①
疑
〇
二
昌
ρ
§
ま
舞
。
た
と
え
ば
金
を
若
干
含

ん
で
い
る
銅
製
の
腕
輪
が
金
製
と
し
て
売
ら
れ
る
場
合
。
物
の

本
質
的
で
な
い
性
質
に
関
す
る
錯
誤
は
ロ
ー
ー
マ
法
上
原
則
と
し

て
顧
慮
さ
れ
な
い
（
U
」
。
。
レ
墨
臼
P
）
。

第
顧
部
第
四
章
第
八
三
条
、
勝
心
四
九
条
、
蘭
五
〇
条
第
八

三
条
は
訳
注
（
2
8
）
参
照
。
第
一
四
九
条
「
〔
第
一
四
八
条
の
〕

場
合
を
除
き
、
双
方
的
権
利
義
務
を
発
生
せ
し
め
る
意
思
表
示

に
あ
っ
て
は
、
動
機
の
錯
誤
は
、
錯
誤
者
に
そ
の
表
示
よ
り
離

脱
す
る
権
利
を
与
え
な
い
」
。
相
手
方
に
利
益
を
与
え
る
一
方

的
行
為
に
つ
い
て
、
・
自
然
法
論
と
同
じ
方
向
で
、
「
意
思
表
示

が
あ
る
者
の
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
、
．
し
か
も
そ
の
者
の
み
が
そ

れ
よ
り
利
得
を
引
き
出
す
よ
う
な
場
合
、
明
示
的
に
挙
げ
ら
れ

た
誤
っ
た
動
機
が
．
そ
の
意
思
表
示
自
体
の
唯
一
の
原
因
で
あ
る

な
ら
ば
、
そ
の
意
思
表
示
は
無
効
で
あ
る
㌧
（
第
一
五
〇
条
Y

と
定
め
て
い
る
。

無
償
行
為
　
　
無
償
で
お
こ
な
わ
れ
る
権
利
取
得
を
8
¢
紹

冨
。
茜
訟
く
。
と
い
う
。
贈
与
、
遺
贈
が
，
そ
の
例
。
有
償
行
為

o
p
億
ω
p
8
興
。
ω
β
§
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
。
，
ω
鋤
≦
讐
ざ

ω
団
の
8
β
U
d
P
♪
ψ
μ
一
・
動
機
め
錯
誤
は
、
無
償
の
一
方

的
行
為
の
場
合
に
限
っ
て
顧
慮
さ
れ
馬
そ
の
行
為
は
無
効
と
さ
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（
3
3
）

れ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
き
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
、
「
ロ
ー
マ
法
か

ら
意
図
的
に
異
な
る
点
を
含
む
が
、
非
難
す
べ
き
で
な
い
」
と

評
し
て
い
る
（
ω
碧
戯
塁
〕
琢
ω
富
β
b
d
島
●
ω
“
ω
誌
①
。
。
ム
隷
）
。

本
質
的
性
状
の
錯
誤
　
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
、
第
一
部
第
四

章
第
七
七
条
お
よ
び
八
一
条
の
規
定
で
あ
る
。
訳
注
（
2
8
）
で

述
べ
た
よ
う
に
、
動
機
錯
誤
は
、
原
則
と
し
て
顧
慮
さ
れ
な
い

が
、
こ
れ
は
、
錯
誤
が
明
示
的
に
前
提
さ
れ
た
性
状
あ
る
い
は

通
常
前
提
さ
れ
て
い
る
性
状
に
関
す
る
場
合
に
は
、
顧
慮
さ
れ

る
。
ハ
ウ
プ
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
の
仕
方
に
つ
き
、
コ

般
ラ
ン
ト
法
は
新
し
い
道
を
歩
ん
だ
」
と
評
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
自
然
法
論
の
よ
う
に
、
動
機
の
錯
誤
の
顧
慮
の
場
合

に
、
黙
示
条
件
を
認
め
る
の
は
、
結
局
擬
制
と
な
る
に
す
ぎ
な

い
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
一
般
ラ
ン
ト
法
は
、
こ
の
よ
う
な

問
題
の
あ
る
構
成
を
せ
ず
に
、
右
の
よ
う
に
定
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
あ
る
程
度
ま
で
同
じ
よ
う
な
結
果
に
到
達
し
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
「
性
状
」
と
い
う
の
は
、
元
来
は
性
質
を
表
わ
す

標
識
お
よ
び
（
人
の
場
合
は
）
能
力
と
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
後
の
学
説
判
例
は
こ
の
性
状
概
念
を
、
普
通
法
と
異
な
っ

て
拡
大
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
　
一
般
ラ
ン
ト
法
の
規
制
に
よ
れ

ば
、
明
示
的
に
前
提
さ
れ
、
ま
た
は
通
常
前
提
さ
れ
た
性
状
に

関
す
る
錯
誤
の
み
が
顧
慮
さ
れ
る
と
し
た
こ
と
か
ら
制
限
が
導

き
出
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
客
体
の
錯
誤
と
同
視
し

（
ー
ノ
3
）

（
3
5
）

う
る
性
状
の
錯
誤
を
確
定
す
る
た
め
、
ロ
ー
マ
法
源
の
挙
げ
て

い
る
事
例
を
取
引
通
念
に
即
し
て
検
討
し
、
「
特
定
物
の
性
状

に
関
す
る
錯
誤
が
本
質
的
錯
誤
と
み
ら
れ
る
の
は
、
誤
っ
て
前

提
さ
れ
た
性
質
に
よ
っ
て
、
現
実
の
取
引
に
支
配
し
て
い
る
概

念
に
従
え
ば
、
そ
の
物
が
、
実
際
に
属
し
て
い
る
の
と
は
異
な

っ
た
種
類
の
物
と
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ

を
定
立
し
た
。
　
ω
鋤
≦
α
q
昌
罫
　
ω
団
。
・
帯
β
　
b
d
傷
．
ρ
　
ω
．
卜
。
◎
◎
も
Q
…

鳳
鋤
二
〇
r
　
勲
p
ρ
　
ω
●
ω
庶
男
ξ
ヨ
ρ
　
≧
蒔
畢
↓
①
津
戸

ω
・
ミ
ω
・

動
機
の
錯
誤
に
関
す
る
ロ
ー
マ
法
上
の
例
外
　
こ
れ
は
前
出
の

「〔

香
[
マ
法
で
は
〕
そ
の
他
の
錯
誤
は
一
と
く
に
性
質
の
錯

誤
や
動
機
の
錯
誤
一
意
思
表
示
を
無
効
と
し
な
い
。
た
だ
し
、

そ
の
動
機
が
意
思
表
示
を
な
す
法
律
上
の
義
務
に
関
す
る
誤
信

で
あ
る
と
き
は
例
外
で
あ
る
」
を
う
け
る
。
一
方
ラ
ン
ト
法
は
、

そ
の
序
章
、
、
第
一
二
条
で
、
「
誰
で
あ
れ
、
適
切
に
公
布
さ
れ

た
法
律
の
不
知
を
以
っ
て
は
免
責
さ
れ
え
な
い
」
と
し
た
。

詐
害
の
意
思
　
自
巳
霧
　
創
。
宕
ω
に
は
多
様
な
意
味
が
あ
る
が
、

詐
欺
の
場
合
に
は
、
錯
誤
者
に
あ
る
意
思
表
示
を
な
さ
し
め
る

原
因
で
あ
る
錯
誤
を
意
図
的
に
作
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
真
実
を
い
つ
わ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
守
鋤
二
ω
と
同
義
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
悪
し
き
意
園
（
び
。
、
ω
①
〉
げ
ω
δ
ま
）
が
加
わ
る
。

す
な
わ
ち
、
自
己
の
利
益
が
目
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ

ず
、
相
手
方
の
不
利
益
を
目
的
と
す
る
意
図
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
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法
で
は
α
o
冒
の
目
鋤
冨
。
・
の
表
現
も
使
う
。
強
迫
と
詐
欺
の
相

　
　
違
点
は
、
「
強
迫
を
う
け
た
者
に
与
え
ら
れ
る
救
済
は
、
過
失

　
　
の
な
い
第
三
者
に
対
し
て
も
（
対
物
的
に
冒
冨
ヨ
）
は
た
ら

　
　
く
が
、
詐
欺
に
あ
っ
た
者
の
救
済
は
、
詐
欺
者
と
そ
の
相
続
人

　
　
に
対
し
て
の
み
（
対
人
的
に
首
娼
臼
ω
o
づ
p
ヨ
）
に
は
た
ら
く
」
。

　
　
そ
の
場
合
、
基
礎
に
あ
る
の
は
、
強
迫
に
は
、
詐
欺
と
比
べ
る
と

　
　
法
状
態
の
一
層
ひ
ど
い
危
険
な
障
害
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

　
　
見
方
で
あ
る
。
ω
9
〈
戯
昌
ざ
ω
気
馨
。
β
b
d
山
・
ω
”
の
＝
刈
h

（
3
6
）
詐
欺
　
第
一
部
第
四
章
第
八
四
条
「
し
か
し
、
故
意
に
錯
誤
を

　
　
生
ぜ
し
め
る
者
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
そ
こ
か
ら
権
利
を

　
　
取
得
し
え
な
い
」
、
第
八
五
条
「
む
し
ろ
詐
欺
に
よ
っ
て
生
じ
る

　
　
意
思
表
示
は
す
べ
て
、
詐
欺
に
あ
っ
た
者
に
対
し
拘
束
力
を
も

　
　
た
な
い
」
、
第
八
六
条
「
詐
欺
を
お
こ
な
っ
た
者
は
、
詐
欺
に

　
　
あ
っ
た
者
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
錯
誤
に
よ
っ
て
損
害
を
蒙
る
者

　
　
に
も
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
第
一
部
第
五
章
第
三
四

　
　
九
条
「
詐
欺
に
よ
り
誤
っ
て
契
約
を
締
結
す
る
に
至
っ
た
場

　
　
合
、
詐
欺
に
あ
っ
た
者
は
、
そ
の
契
約
よ
り
再
び
離
脱
す
る
権

　
　
利
を
有
す
る
」
、
第
三
五
〇
条
「
し
か
し
、
詐
欺
に
あ
っ
た
者

　
　
は
、
ま
た
契
約
を
そ
の
ま
ま
存
続
せ
し
め
、
詐
欺
に
よ
っ
て
生

　
　
じ
た
損
害
の
賠
償
の
み
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
」
。
・

（
3
7
）
虚
偽
表
示
　
第
一
部
第
四
章
　
第
五
二
条
「
権
利
義
務
を
生
ず

　
　
る
意
思
表
示
は
、
真
面
目
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
第

　
　
五
三
条
「
職
業
ま
た
は
営
業
上
の
事
項
に
つ
い
て
意
思
表
示
を

　
　
お
こ
な
う
も
の
に
は
、
そ
の
意
思
表
示
が
た
ん
に
仮
装
と
し
て

　
　
ま
た
は
戯
言
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
法
律

　
　
上
の
推
定
が
は
た
ら
く
」
、
第
五
四
条
「
表
示
が
、
法
律
に
よ

　
　
っ
て
定
め
ら
れ
る
特
別
の
形
式
で
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
も
、
ま

　
　
た
同
様
で
あ
る
」
、
第
五
五
条
「
表
示
が
た
ん
に
仮
装
と
し
て
、

　
　
あ
る
い
は
戯
言
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
と
主
張
さ
れ
る
場
合
ハ

　
　
そ
の
真
偽
は
、
一
般
に
諸
般
の
事
情
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば

　
　
な
ら
な
い
」
、
第
五
六
条
「
不
当
な
戯
言
に
よ
り
他
人
に
負
担

　
　
と
な
る
準
備
や
行
為
を
意
図
的
に
お
こ
な
わ
せ
た
者
は
、
そ
の

　
　
た
め
に
損
害
の
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

（
3
8
）
形
式
第
一
部
第
四
章
第
四
〇
条
「
行
為
の
法
律
に
定
め
ら
れ

　
　
た
形
式
を
践
行
し
な
い
た
め
に
、
そ
の
行
為
が
無
効
と
な
る
の

　
　
は
、
法
律
が
そ
の
行
為
の
効
力
発
生
の
た
め
こ
の
形
式
の
遵
守

　
　
を
明
示
的
に
要
求
し
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
」
、
第
四
一
条

　
　
　
「
疑
わ
し
い
場
合
に
は
、
行
為
の
形
式
は
、
そ
の
行
為
の
確
実

　
　
性
お
よ
び
信
び
ょ
う
性
を
ま
す
た
め
に
定
め
ら
れ
た
も
の
と
推

　
　
定
さ
れ
る
」
。

（
3
9
）
解
釈
　
第
一
部
第
四
章
第
六
五
条
「
す
べ
て
の
明
示
的
な
意
思

　
　
表
示
の
意
味
は
、
言
葉
お
よ
び
記
号
の
通
常
の
意
味
に
従
っ
て

　
　
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
、
第
六
六
条
一
「
通
常
の
意
味
は
、

　
　
意
思
表
示
の
発
せ
ら
れ
た
時
を
基
準
と
し
て
、
判
断
ざ
れ
ね
ば

　
　
な
ら
な
い
」
、
第
六
七
条
「
言
葉
の
用
法
が
人
の
性
質
に
よ
っ
て

　
　
異
な
る
と
き
、
表
意
者
の
人
の
如
何
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
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（
4
0
）

な
い
」
、
第
六
八
条
「
あ
る
人
が
そ
の
意
思
を
他
人
を
通
じ
て

表
示
し
、
委
任
者
に
よ
っ
て
明
確
に
指
定
さ
れ
た
表
現
が
用
い

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
他
人
の
用
語
法
に
従
う
」
、
第
六

九
課
目
客
体
の
性
質
に
応
じ
て
、
特
別
の
表
現
ま
た
は
言
い
方

が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
き
、
、
意
思
表
示
の
意
味
は
、
こ
の
用
法

に
従
っ
て
、
解
釈
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
k
第
七
〇
条
「
表
示

の
中
に
意
図
が
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
き
、
疑
わ
し
い
箇

所
は
こ
の
意
図
に
従
っ
て
解
釈
さ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
第
七
で

条
「
表
意
者
が
他
の
機
会
に
明
瞭
に
表
現
し
た
と
き
、
争
わ
れ

て
い
る
表
示
の
不
明
瞭
な
箇
所
は
、
こ
の
明
瞭
な
表
現
に
従
っ

て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。

第
一
部
第
四
章
第
、
麟
〇
四
条
　
　
「
条
件
が
た
ん
な
る
偶
然
に
左

右
さ
れ
る
と
き
に
は
、
権
利
者
も
義
務
者
も
、
各
々
が
こ
の
偶

然
の
発
生
を
惹
起
ま
た
は
妨
害
す
る
よ
う
な
こ
と
を
お
こ
な
っ

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
お
こ
な
っ
た
場
合
は
、

権
利
を
喪
失
す
る
し
、
第
一
Q
五
条
「
条
件
が
権
利
者
ま
た
は
第

三
者
の
自
由
な
行
為
に
依
存
し
、
義
務
者
が
そ
の
条
件
の
実
現

し
な
い
よ
う
故
意
に
妨
げ
る
と
き
、
こ
の
条
件
は
義
務
者
に
関

し
て
は
成
就
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」
、
第
【
〇
六
条
「
義

務
者
が
詐
欺
ま
た
は
不
法
な
手
段
に
よ
っ
て
、
そ
の
条
件
が
成

就
し
な
い
よ
う
な
決
定
を
．
生
ぜ
し
め
る
と
き
も
、
同
様
で
あ

る
し
、
第
醐
〇
七
条
「
し
か
し
、
こ
の
決
定
を
生
じ
さ
せ
る
た

め
、
義
務
者
が
許
容
さ
れ
る
手
段
を
用
い
た
と
き
に
は
、
義
務

（
4
1
）

（
4
2
）

者
は
権
利
者
に
対
し
そ
れ
に
つ
い
て
の
責
任
を
負
わ
な
い
」
、

第
＝
七
条
「
解
除
条
件
が
た
ん
な
る
偶
然
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
き
、
第
高
〇
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
」
、
第
一
一
八

条
「
こ
の
条
件
が
、
そ
の
発
生
の
場
合
に
利
益
を
う
け
る
者
の

自
由
な
意
思
に
か
か
わ
る
と
き
、
こ
の
受
益
者
が
そ
の
権
能
を

用
い
る
時
点
か
ら
、
相
手
方
は
解
除
条
件
に
含
ま
れ
る
権
利
を

喪
失
す
る
」
、
第
一
一
九
条
「
条
件
が
、
そ
の
発
生
の
場
合
に

権
利
を
喪
失
す
る
者
ま
た
は
第
三
者
の
自
由
な
行
為
に
依
存

し
、
、
そ
の
場
合
権
利
を
取
得
す
る
者
が
、
詐
欺
ま
た
は
そ
の
他

の
不
法
な
手
段
に
よ
う
て
、
そ
の
条
件
が
現
実
の
も
の
と
な
る

決
定
を
生
ぜ
し
め
る
と
き
、
こ
の
条
件
は
、
権
利
を
取
得
す
る

者
に
関
し
て
は
発
生
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」
。

第
楠
部
第
四
章
第
輔
○
八
条
　
　
「
停
止
条
件
が
、
表
示
者
ま
た

は
そ
の
表
示
に
よ
り
義
務
を
負
う
者
の
不
確
定
な
意
思
に
か
か

わ
る
場
合
、
こ
の
表
示
そ
れ
自
体
は
法
的
効
力
を
も
た
な
い
」
、

第
脚
〇
九
条
「
特
定
の
事
件
、
噛
し
か
も
そ
の
発
生
・
不
発
生
が

そ
れ
自
体
表
示
者
ま
た
は
義
務
者
の
自
由
意
思
に
よ
る
も
の
の

み
が
条
件
と
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
事
件
が
未
発
生
で
あ
る
と
き

に
か
ぎ
り
、
利
益
を
う
け
る
者
は
義
務
者
が
そ
の
表
示
の
対
象

に
つ
い
て
任
意
に
処
分
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
」
。

第
嗣
部
第
四
章
第
＝
二
条
　
「
第
三
者
に
与
え
ち
れ
る
利
益

が
条
件
と
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
条
件
も
成
就
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
」
、
第
糊
＝
ユ
条
「
第
三
者
が
利
益
を
拒
絶
す
る
か
、
も
し
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く
は
自
ら
そ
の
取
得
を
妨
げ
た
と
し
て
も
、
条
件
に
よ
っ
て
権

　
　
利
を
取
得
す
る
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
有
利
と
な
る
こ
と
は
な

　
　
い
」
。

（
4
3
）
不
能
条
件
　
第
一
部
第
四
香
料
一
二
六
条
「
事
物
の
自
然
の
成

　
　
行
き
に
よ
り
必
然
的
に
発
生
す
る
事
件
を
取
り
入
れ
て
も
、
意

　
　
思
表
示
は
条
件
を
付
さ
れ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
」
、
第
一
二
七

　
　
条
「
権
利
の
認
容
が
そ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
す
る
こ
と
に
結

　
　
び
つ
け
ら
れ
る
と
き
、
こ
の
条
件
は
期
日
の
定
め
と
み
な
さ
れ

　
　
る
」
、
第
一
二
八
条
「
し
か
し
、
権
利
が
こ
の
よ
う
な
必
然
的

　
　
な
事
件
の
不
発
生
を
条
件
と
す
る
と
き
、
そ
の
意
思
表
示
は
無

　
　
効
で
あ
る
」
、
第
一
二
九
条
「
事
物
の
自
然
の
成
行
き
ま
た
は

　
　
条
件
を
付
け
ら
れ
た
者
の
特
別
の
性
質
や
状
況
に
よ
れ
ば
、
事

　
　
件
が
発
生
し
え
な
い
場
合
、
そ
の
条
件
自
体
は
不
能
と
呼
ば
れ

　
　
る
」
、
第
一
三
〇
条
「
不
能
条
件
が
発
生
し
な
い
も
の
と
し
て

　
　
付
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
意
思
表
示
は
無
条
件
で
あ
る
と
み
な
さ

　
　
れ
る
」
、
第
＝
二
一
条
「
し
か
し
、
権
利
が
不
能
条
件
の
発
生

　
　
に
よ
る
と
さ
れ
る
と
き
、
こ
れ
に
よ
り
意
思
表
示
全
体
が
無
効

　
　
と
な
る
」
、
第
一
三
二
条
「
そ
の
意
味
や
成
就
の
仕
方
が
不
分

　
　
明
な
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
き
、
ま
た
同
様
で
あ
る
」
。

　
　
不
倫
条
件
　
第
一
部
第
五
章
第
二
二
七
条
「
法
律
に
従
え
ば
意

　
　
思
表
示
の
さ
い
お
よ
そ
お
こ
な
わ
れ
な
い
不
法
な
条
件
を
付
さ

　
　
れ
た
契
約
は
す
べ
て
門
無
効
で
あ
る
」
、
第
一
部
第
一
二
章
第
六

　
　
三
条
「
法
律
上
意
思
表
示
に
有
効
な
条
件
と
し
て
付
す
こ
と
が

（
4
4
）

許
さ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
終
意
処
分
に
お
い
て
相
続
人

ま
た
は
受
遺
者
に
課
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
条
件
は
付
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」
、
第
五
〇
四
条
「
相
続
人
指
定
ま

た
は
遺
贈
に
付
さ
れ
た
不
能
条
件
の
効
力
も
、
〔
第
一
部
第
四

章
〕
第
一
二
六
条
以
下
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
判
定
さ
る
べ
き

で
あ
る
」
。

第
一
部
第
四
章
第
［
六
一
、
【
六
二
条
第
一
六
一
条
「
意
思

表
示
の
対
象
を
な
す
権
利
そ
れ
自
体
が
相
続
人
に
移
転
し
う
る

場
合
は
す
べ
て
、
そ
の
条
件
ま
た
は
目
的
を
成
就
す
る
権
能
に

関
し
て
も
、
相
続
人
は
被
相
続
人
の
権
利
を
承
継
す
る
」
、
第

一
六
二
条
「
し
か
し
条
件
ま
た
は
目
的
が
権
利
者
の
人
格
と
結

び
つ
い
て
お
り
、
そ
の
成
就
前
に
権
利
者
が
死
亡
す
る
場
合
、

意
思
表
示
そ
の
も
の
が
効
力
を
失
う
」
。

（
付
記
）
本
研
究
に
あ
た
り
、
文
部
省
科
学
研
究
費
（
昭
和
五

八
年
度
総
合
研
究
A
・
課
題
番
号
五
八
三
二
〇
〇
〇
四
）
よ
り

援
助
を
受
け
た
。
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